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（1） 新戦力
　黒川高校の最寄り駅、南黒川駅は単線無人駅である。利用客のほとんどは黒川高生なので、最近反対側にあったホームが校舎側に移設され待合室も新築された。
　地方の踏み切りは、接近する電車がはるか彼方にいる時に早々と遮断機が下りるので、生徒たちはひしめき合って待ち、電車が通過した後ホームに駆け上がらなければならなかった。この工事が行われたお陰で下校時の生徒たちはどんなに楽になったか知れない。また、余裕のある敷地にはロータリーが出来て周囲に花壇が整備された。地区老人会の奉仕活動のお陰で、四季の花々で彩られる美しい駅前広場に生まれ変わった。
　登校時間帯の電車は、上下線とも七時半頃、八時頃、最後が八時半頃の各三本がある。隣の黒川駅で上下線の待ち合わせがあるためだ。
　六駅ほど離れた隣の伊庭市から通学することになった南屋源は、七時二十八分着の上り電車を降りた。入学早々初登校の一年生で、荷物が多いので比較的空いている早い電車にしたのだ。大きなスポーツバッグを肩から掛けて、弓と矢をケースに入れて持っている。スポーツバッグには教科書類も入っているのでずっしりと重い。
「おい、新一年生か？」

　声を掛けたのは、黒川高校弓道部副将の土屋哲史だった。

「おす。」ゲンは目礼を返しながら答える。

　一年とは思えない落ち着いた態度を見て哲史は、こいつは朝から面白そうな奴に会ったと思った。弓を持っているところを見ると経験者だろう。

「俺は弓道部の三年だ。経験者か。」

「おす。」「土屋先輩ですか。」

「何で知っている。」

「去年の総体県予選を観戦しました。向ヶ丘戦には感動しました。二年生が三人も入っていてそのまま今年の主力だということで、自分もぜひ黒川の弓道部で引きたいと思いました。南屋源といいます。」
　ゲンは、伊庭市体育協会の弓道教室を中一の時受講して、そのまま三年間その道場で指導を受けてきた。この地区では珍しい中学経験者である。小学校の時は、空手道場にずっと通っていたが、姿勢とか体の使い方により興味が湧き弓道に転向した。
　ゲンは、この地方を代表する進学校、伊庭北高校に進む予定だったが、あの試合を見てからどうしても黒川の弓道部に入りたいと思い詰めた。
　伊庭市は、黒川市より人口も歴史も全国的な指名度も大分上の元宿場町であると共に城下町でもあり、口には出さずとも市民のプライドは高い。家族や担任はもちろん反対した。
　伊庭市の市民には独特の高校観があり、毎年百人以上の国立大学合格者を出すこの伊庭北高校をこよなく愛し、誇りとしている。県内の旧制中学上がりの進学校はほとんどが明治時代からの歴史を誇るが、伊庭北だけは大正時代の設置で比較的新しい。地元住民の並々ならぬ誘致運動によって、県内最後に認可された旧制中学校であっただけに伝統的に市民の愛着は強い。
　身内からその伊庭北高生が誕生することを何よりも楽しみにしていたのに、半年前になって本人が突然志望校を変更したのである。
　しかしゲンは、こういう周囲の思惑をほとんど気にしない、中学生離れした胆力を備えていた。
「そうか。」「入部することを決めているなら、早速このまま道場へ行こう。」
　哲史は先を歩く友人に追いつくために早足で歩き始めた。ゲンも後に続いた。

　弓道部員は、生徒用玄関から入らず直接道場へ行く。道場の入り口にある下駄箱に靴を入れ上履きに履き替える。哲史が弓庫の鍵を開けてくれたので、ゲンは自分の弓矢を中に入れた。
　その日の昼休み、三年の幹部たちは昼練の時間をミーティングにあてた。この部が初めて迎える中学経験者の扱いがテーマである。

「これは相当慎重に考えないと、道を誤るぞ。」主将ツヨシが彼独特の重々しい慎重なものの言い方をした。
「即戦力として使えるなら使わないともったいないし、かと言って一年の中で浮き上がってしまっても本人のためにならないしな。」
　笹島の役職は主務。部のマネージャー役で運営実務の責任者である。副主務のカンジと二人で部の運営を取り仕切っている。
「初心者と同じ基礎練習から始めてもいいけど、あまりにも知恵がなさ過ぎるよ。」
　はるかは、女子副将。無邪気なキャラは相変わらずで、女子の中で群を抜く実力は同学年女子から絶対的信頼を得ており、部をまとめる大きな力になっている。
「いいか、このケースは今後の前例になる。将来、その都度対応を変えるようになっては、俺たちの代の恥だぞ。絶対にゲンの扱いは失敗できないぞ。」

　副将の哲史は、意見を集約して結論に導く立場にある。

「よし、色々なやり方を列挙してみよう。それぞれの長所短所を挙げて最善の方法に決めよう。」
　自分たちより弓暦が長い新入部員をどう遇するか。これが正しいやり方だという正解はない。いずれの扱い方にしても、成否は新入部員のキャラクターと、幹部の部全体に対する説得力にかかっている。
　彼らが四十分間必死になって考えて、出した結論はこうだった。

　まず今日の放課後、ゲンの実力を見るために四ツ矢引かせてみる。

　その結果、一定のレベル、すなわち基礎からやる必要はなかろうとなれば、上級生と一緒に練習させる。ただし、矢取りなど一年生の仕事は他の新入部員と一緒にやらせる。
　幸いにして初日入部の一番乗りなので、他の一年が入部してくる頃には部に馴染んでいるだろう。その分不自然さも和らぐのではないか。

　哲史が説明したゲンのキャラクターからして、本人もその辺は上手くやるのではないかと判断した。

　四月初めの風はまだ冷たい。連日の曇天で気温は上がらず桜の開花もまだ先になりそうである。

　幹部たちは、申し合わせた通り授業が終わると早々に集まってきた。
　そこに南屋ゲンが、渡り廊下の方から小走りにやってくる。身長は高い方だがまだ肉が付いておらず、少し華奢な感は否めない。
「お願いします。」落ち着いている。

「お願いします。」幹部たちが返す。
　哲史が、玄関に近寄り話しかけた。

「南屋ゲン。正式に入部するか。」

「おす。よろしくお願いします。」

「よし、君を歓迎する。今後返事は、はい。ありがとうございました。しつれいします。おねがいします。これに統一しろ。」

「はい。ありがとうございました。」

「よし、入って来い。」

「失礼します。」体育会人間の素質十分だ。いいぞ。哲史は嬉しくなった。

　ゲンは上履きを脱ぎながら神棚の位置を目で確認する素振りを見せた。哲史は咄嗟に、経験者ならまず神前で拝礼するのだろう、と思ってあえて間を与えた。ゲンは幹部たちに目礼を送りながら数歩進み、自然な流れで神棚に斜めから正対して一礼した。それから幹部たちに向き直り揖をする。

「みんな。新入部の南屋ゲンだ。」

「おう。」「頑張れよ。」
「これが、主将の小川ツヨシ。俺は副将だ。それから女子副将の小田はるか。主務の笹島達也、副主務の阿部カンジだ。」

「おす。」「モトヘ。よろしくお願いします。」視線を逸らさず目礼をする。
「南屋ゲン。おまえも気になると思うけど、経験者の一年は我が部始まって以来初めてだ。まずは、おまえの射を見てから今後の方針を決めたい。準備をして四ツ矢引いてみろ。」
　ツヨシが説明した。

「はい。お願いします。」

　ゲンは弓庫から道具を出してきて、弦を張り着替えをする。幹部たちもその時間を使って着替える。道場に入ってきた二年生たちが、何事かと様子を伺う。カンジの指示で何人かが的を掛けに行った。
　準備が整ったゲンは、射場正面に折り畳み椅子を並べて陣取った幹部に正対して、「お願いします。」と言って深い礼をした。

　細身ながら着慣れた道着姿は爽やかで似合っている。

　続々と道場に入ってきた部員たちも後方で立ち見をしている。

「みんな。これから、経験者一年の射を見るので、注目してくれ。」

　副将の哲史が部員たちに言った。

「はい。」

　ゲンが的の正面、本坐に跪坐して揖をした。さすがに体配は幼さが隠せず、テンポが少し速い。それでも、この腹の据わった態度はすごいと皆思った。射位に進み矢をつがえ、弓を捧げて立ち足踏みをする。淡々と所作をこなし射が始まった。

　ここで、見ている者たちは皆、「おっ」と思った。予想したよりはるかに弓が強そうなのだ。キリキリと微かな音がする。大三で静止している時矢先がわずかに震える。その後の引き分けてくる動きはゆっくりで、弓が強そうな割には両腕の動きに無理がなく滑らかである。
　幹部たちは「かなり出来るな。」という第一印象を持った。

　会に入り、微かに震えていた馬手肘は完全に収まり、静かに力感だけを見せている。哲史が一番気に入ったのは、弓手手の内の作り方と最終的に収まった形だ。「いいなー。」と思った。静かな時間が流れる。
　脇腹辺りの道着が細かな振動を見せそろそろ離れか、と感じさせた時、部員たちの読み通りのタイミングで離れが出た。

「キャン」驚くほど軽く小さな弦音だった。「バン」的中した。

　離れ、残身をじっと見ていた全員が「うっ。」と、息を呑んだ。本当は「よし」と声が掛かっても良いところである。その姿があまりにも意外だったので「シーン」として誰からも声が出ない。
　普通なら、ちょっとばかりかじってきた一年坊が引くのを見て、先輩として何かしら批評のささやきが漏れる所である。それどころか、次の射を早く見せろといった風で、一同凝視している。
　ゲンが、二射目を引き的中させたところで、初めて観覧者にざわめきが起こった。

「こ、小離れか。」

「初めて見たな。」

「いやシャープだけど、あんなのいいのか。」

　ゲンは、自分の小離れに対して、こういう反応が起こることには慣れている。

　現代弓道の潮流は大離れである。ゲンの小離れは世の流れに完全に反している。
　離れは、弓力に逆らって矢筋方向に掛けていた力が解放されて馬手が的の正反対方向に飛ぶ。その結果の残身は、左右の腕が一文字に開いた「大離れ」が良いとされ、初心者はそう指導されている。その際、馬手は肘を要にした扇形の軌跡を描いて百八十度開く、と説明される。
　それに対して小離れは、肘に自由度を与え斜め後ろ下に向かって逃がすことで、馬手拳を矢筋通り直線的に飛ばす。腕を完全に開く必要がないので残身での肘の角度は九十度をやや超える程度にとどまる。

　離れの振幅が小さい分シャープであり、弓手により重点を置くことが出来て的中に有利だとゲンは考えている。

　

「小離れではいけないのか。」と問えば、世の師範たちは「そんなことはない。個性的な射があって良い。」と答えるだろう。しかし、実際に遭遇すれば首を傾げる指導者が多い。
　これは理屈ではない。やはり潮流、トレンドとしか言いようがない。この二十年ほど弓道界の意識がそうであったため、学生たちは「大離れが理想的な残身の姿」と信じて育ってきている。

　黒川高校の部員たちとて例外ではない。
　ガヤガヤと口々にゲンの離れを批評している。

　突然、「黙って見てろ！」

　立ち見の最後列にいた一人が一括した。大きな声に皆ビクッとする。
　老人である。百六十㎝ないと思われる、華奢な体格のおじいさんが前列に出てきた。部員たちは慌てて道を開け、大声で挨拶をする。
「お願いします。」「お願いします。」

　黒川高校弓道部師範、柴田勘治。通称シバカンである。

「坊主。中断しないで続けろ。」入れ歯が緩いのか、声は大きいが、発音がはっきりしない。
　シバカンは、黒川高校元体育教師で、弓道部創設者である。創部一期生のチームをいきなりインターハイ全国大会に連れて行ったという伝説を持つ。学校の隣に居を構えており、今までも年に何回か顔を見せ楽しそうに練習を見物していた。
　前顧問の北林健が転任して行き、新顧問は弓道経験者ではない。前顧問北林と前主将高井の推薦があり、三月の内に幹部と新顧問がシバカンを訪問、外部指導者として師範就任を要請したのである。
　シバカンは、「八十歳になってこんなに楽しい役回りが舞い込むとは長生きはするものだ。」と仏壇に線香をあげて喜んだ。
　シバカンは、幹部の隣に置かれた師範専用の椅子にチョコンと坐って、ゲンの射をニコニコしながら見ている。

　ゲンは淡々と四ツ矢引き終わり退場。平気でそくって（皆中して）見せた。カケを外す。
　部員たちは、着替えを始める。着替え終わっている二年が安土整備を始めた。ゲンが素早く飛び出して安土に走り二年生の仕事を手伝い始めた。その動きは決して奇をてらうものではなく、身に付いたごく自然な行動であることが誰の目にも分かる。目上の者が安土整備など作業をしている時、平気で自分の道具の準備や片付けをしている初級者は最も無作法とされる。
「お前さんたちは、あの坊主をどう扱うつもりだ。」

　シバカンが幹部たちに訊いた。落ち窪んだギョロ目で幹部たちを見回す。鋭い眼光だ。

　幹部たちは顔を見合わせ、少し躊躇した。
―おじいちゃん。俺たちが考えるから、少し待ってくれないかな。―

　主将のツヨシは、ゲンの小離れはひとつの立派な技だと思った。それより何より、離れの再現性と的中の精度が気に入った。弓手手の内の良さが際立っているのだ。大げさではなく、こいつを今日からでもＡチームに入れたいと本気で思った。
　現在のＡチームは、一番哲史、二番笹島、そして四番カンジ、五番ツヨシが不動のメンバーだが、実は三番だけが弱点となっている。男子の三年部員はあと三人いるが、代わる代わるＢチームとの間を昇り降りしている。

　ツヨシは思った。
―ここで自分の主張を遠慮したら主将の価値がない。自分を指名してくれた高井先輩に顔向けができない。―

「どうだ。何とかして奴を主力に持ってこられないかな。」

　手薄なＡチーム三番に大抜擢したい、という意味であることは明らかである。
　唯一心配の種である三番に不動の射手が入ってくれれば、三ヵ月後に迫った夢舞台での悲願達成の現実味が俄然跳ね上がる。
　幹部たちは、真剣な顔で黙った。誰の目も爛々と輝いている。今日ゲンが引いた四ツ矢が実力であることは誰の目にも明らかである。部内の揉め事を恐れてこのチャンスを逃すようなら幹部の肩書きを返上すべきだと思った。
「よし、精一杯の知恵を絞って、どうにか主将の希望を叶えようぜ。」

　笹島が言った。

　幹部たちは強くうなずき合い、シバカンの顔色を伺った。

　シバカンは薄笑いを浮かべながら口をもぐもぐしていた。
　とりあえず、ゲンは二年生と同じ段取りで部活に参加するように、と主将の指示があった。
　その後二、三日は、他に新入部員が入ってくる気配がないまま過ぎた。

　ゲンの部活は一応順調に始まった。射込み、矢取り、雑用。競射形式の立ち練はＡ、Ｂチームの後に適当なメンバーを組んで入る。

　体が細いので迫力という点では若干物足りないが、中りは三年のレギュラーたちと同等に出る。したがって、若いくせに渋みのような味を感じさせる。早くも独特な存在感が、部内に認知されつつある。団体戦とはいえ個人技の種目なので、実力は最大の説得力である。

　四日後の土曜日。午前中は三年の進路別の補習授業があったので、午後一時から正規練習が始まった。
　神前礼拝の後、副将哲史の号令。
「正坐。」

「礼。」部員は揃って礼をして静かに直る。
　哲史は、丁寧に膝をシバカンに向ける。部員も倣って右サイドに坐っているシバカンに正対する。

「師範一言お願いします。」

「特にない。」

　―くっ、何とか気の利いたことを言えばいいだろうにー　

「はい。」「ありがとうございました。」

「ありがとうございました。」

「直れ。」部員が正面に向きを直した。
「主将指示。」

「本日の練習を始める。明日は県下弓道黒川大会があるので、三十分の付け矢のあと、明日の大会用の三人チームを組んで立ち練を時間一杯行う。チーム編成は男女共Ａチームの五人プラスＢチームの大将を加えた六人で、三人チームを男女合計四チーム組む。大会は五チーム出場できるので、あと一チーム混成でＥチームを終了後に作る。これは今日の立ちの状態と師範の意見をお聞きして平等に選考する。一年の南屋も同等に扱うことにする。以上だ。」

「はい。」

「自分が、補足して幹部の考えを言う。」

　予定通りここで笹島が起立して、大きな声で話し始める。

「南屋ゲンは四日前に入部した一年だ。しかし弓道の経験は俺たちより長い。だからといって特別扱いせず下積みからやるべきだ、という考えもあるかもしれない。しかしみんな、考えてくれ。俺たちは弓道の何が気に入ってこれほど打ち込んでいる。頼れるのは自分の技量だけ、という完璧な自己責任の世界が、自分の甘ったれた根性を鍛えてくれると信じるからじゃないのか。先代の高井先輩、美代先輩たちが俺たちに強く教えてくれたのが硬派道だ。せめて俺たちの代はこれを踏襲して行くつもりだ。そこにあるのが恨みっこなしの実力主義だ。これ以上理屈は言わない。我が部始まって以来初の経験者一年、南屋の処遇は、どうか俺たちに一任してくれ。以上だ。」
「はい。」部員が大声で返事を返す。
　笹島が言ったのは要するに、実力があれば一年だって使う。文句があるなら一年坊に負けるな。それだけのことだ。
　大声で熱を込めて語れば、内容なんか関係ない。よく分からないが、笹島の気迫に圧倒されて、「異議なし。」ということになった。

―うまい―　哲史は、こいつはいい役者だと心底感心した。やはり使える奴だ。
　ここまでは幹部たちが考えた筋書き通りである。
　本当は、ツヨシとしては、ゲンをＡチームかＢチームで試してみたかったが、そこまではやりすぎだろうと、他の幹部が押し留めた。確かに総体地区予選まで二ヶ月もない。「どうにか早い時期に主力メンバーに上げて試合慣れさせるから今回だけは待て。」と皆が説得した。

　幹部たちはその後の作戦も立ててある。二週間後の段級審査で初段を取らせる。これはさすがに幹部が指示できることではないので、シバカンに師範という立場で言ってもらう。
　ゲンは、二年前に無指定審査で二級を取得している。二級三級の者はもう一度無指定を受審し飛び級で初段を目指す。ゲンは間違いないだろう。現二年生たちは、哲史たちの代と違って、初段合格者は二、三人だろうと予測されている。その審査の時、ゲンはキャリアがあるので、無指定受審者の中では一番後ろの立ち順になるはずである。落ち的に入るのは上級者という観念が身についている二年生たちにとって、そんな現実も知らず知らずの内にゲンを認知する方向に働くと思うのである。
　ただ筋書きはそうだが、当の南屋ゲンが今日、明日そして審査で、部員たち特に二年を黙らせるような結果を出さなければ、幹部たちの思惑は計画倒れに終わる。
　ところでこの際残りの三年生については心配ない。総体の選手選考に漏れた時点で引退となる。これは高校運動部の普遍的な掟である。
　そして、どんなに活躍した三年生でも引退後道場へ気軽に顔を出すことは厳に慎まねばならない。例え、スポーツ推薦で大学進学が決まったとしても、トレーニングを続けたければ民間の練習場を探すのが原則なのである。　

　
　立ちが始まった。ゲンは二年生と一緒に看的に入った。的が六つ掛けてあり、三人ずつのチームが二チーム同時に引き始める。的の表裏で中り外れを表示する。看的小屋は狭いので普通二人が詰める。慣れれば、目で的中を見て表示を機械的に出すだけなので、雑談を交わす余裕はある。この四日ほどで、二年生との交流においては大分肩の力が抜けてきた。

　来週早々には、応援歌練習が始まり、その後には新入部員が入ってくるだろう。自分が微妙な立場にあることは本人が一番良く分かっている。しかしそんなことに翻弄されるほどヤワではない。幹部たちに任せておけばよい。
　ゲンは、幹部たちの結束と統率力は相当なものだと見ている。自分が都落ちしてまで黒川に入学したことは間違いなかったと、実は内心ホッとしている。
　男子のＡ、Ｂチームの立ちが終わった。主将ツヨシの矢勢と的中精度には目を見張るものがある。三本は的心に集中し、一本が七時外黒に入っていた。その一本は離れに失敗があったことが分かる。それでも瞬間的な修正で的中は確保するという勝負勘のレベルの高さを感じる。「天才だ。」この主将と同じ道場で引ける期間はもうそんなにない。その間に目一杯技を盗まねばならない。ゲンは、忙しいぞと思った。
　射場に、上げた矢を戻していると、音も無くシバカンが近寄ってきてゲンに声を掛けた。

「どうだ坊。ツヨシの矢所に感心したか。」ゲンが矢を抜く時、ツヨシの的をしみじみ眺めた所を見られたらしい。
「どう思った。」
「はい。都学Ⅰ部の選手みたいだと思いました。」
「見たことがあるのか。」

「はい。二年前の王座を観戦したことがあります。」

「よし、二年後には坊をツヨシに匹敵する選手にしてやる。それから、都学のⅠ部校に進学しろ。坊の頭なら一般入試で入れるわ。」

「はい。ありがとうございます。」

―うゎ、このおじいちゃん、声もでかいがホラもでかいぞー

　日本武道館で行われる、学生日本一を決める大会をゲンは見学した。
　親戚の法事で家族と上京した折、運よく日程が合ったのだ。

　そこで惹かれたのが、法政大学体育会弓道部の日置流印西派浦上系と呼ばれる射術だった。無駄を省いた精度重視の合理的な射だと思った。その大将の射は鋭敏な小離れだった。矢数を重ねるほどに見せ付ける再現性の高さは圧倒的で、見ている限り的を外さなかった。方法論が全く違う印西派の斜面打ち起こしに転向できるはずはないが、小離れは参考になると思った。
　それから、ゲンの小離れ研究が始まった。幸いなことに、伊庭市の道場には中山美穂子という錬士がいて、小離れに詳しかった。中山錬士も離れのメカニズムはどちらかというと小離れに近い。しかし決して姑息さを感じさせない、品格を備えた県代表クラスの名手である。
　中山錬士と顔を合わせるたびに教えを請うた。ゲンは最初の内は、離れで馬手肘をグッと下に逃がして拳を矢筋に飛ばす離れを試していたが、それは間違いだと指摘された。三重十文字の規矩が大原則である現代弓道の指針に反することと、筋肉の働く方向が離れだけ別方向に切り替わるため、弓力のロスが発生し矢が失速するリスクが高まるからだ。
　肘を逃がす方向はあくまでも背中方向、背中の筋肉を目一杯収縮させるパワーでそのまま離れを出す。これがこの技の原則である。ゲンのフレッシュな運動神経と、中山錬士の識見が、二人の好みと道理に適った小離れ射法を編みだしたのである。
　ヒトの運動神経なんてかなりいい加減なもので、こうしようと思ってその通りのことはなかなか出来ない。特にこの場合、弓という強力な負荷が掛かっている骨格筋の瞬間的な動きを制御しなければならない。これをイメージ通り正確に出来るなら誰も苦労はしない。
　他のスポーツや筋トレにおいても、自分ではコーチの指導通り動かしているつもりでも全く動いていない人がいる。特に見に見えない身体の奥にある筋肉いわゆるインナーマッスルには、自分の命令が正確に伝わりにくいということは誰でも経験する。
　だから選手は、「こんな心持」でやると結果として指導者がさせたがっていることに近い動きが出来る、という方式で身体に憶えさせる。この、「こんな心持でやる」という部分が発想力、応用力であり、運動部員としての素質ということになる。従って頭を使えない選手には未来が無い。ゲンの優れている所はその頭の良さだった。
　逆に言えば、「こんな心持でやってみろ」という指導が出来るかどうかが、結果を出せる指導者か否かの違いとなる。事実、指導者が変わっただけで、僅か半年くらいで周囲が驚くほど強くなるチームがある。
　指導者自ら如何に技術の試行錯誤をしたか、どれだけ様々な選手を見て来たか、どれだけ多くの引き出しを持っているか、これがチームの成長に顕著に現れるのである。
　現役時代少しばかり活躍したという自負のみをもって、口先一つで人を教えられるほどスポーツの世界は甘くない。「名選手必ずしも名監督にあらず」といわれる所以である。
　ゲンの立ち順が回ってきた。

　主将ツヨシの射に接して改めて思うこと。射的競技である限り的の中心を妥協なく狙う、ということだ。的をアバウトに狙ってどこでも中れば良いとつい考える。射手は全身全霊を傾けて的心を狙い、誤差を限りなくゼロに近づけることに一分の妥協もあってはならない、と思った。
　大三から馬手肘を縦に降ろしてくるが、目通りからは彼独特の体を割って入れる感じが外から分かる。まず両肩をグッと納めようとする動きが見られすんなり会に落ち着いた。これから数秒間は、縦線横線の確認をしているようで外見上はほとんど動きがない。呼吸は浅くゆっくりを心がけているようで、その辺りから脇と背中のあたりに「ピッピッ」というわずかな震えが現れ始める。細身なので背骨の反りが顕著に見られ、背中、尻、足の裏側全ての筋力を動員して静かに限界点に達してゆく気迫の高まりが感じられる。
　離れは今だ、と見ている者が感じたその瞬間に本当に正確な離れが出た。先輩たちは、そのタイミングの良さと躊躇を感じない離れには感心する。従って矢が当然のように的に向かって飛びそのまま的中することに自然に納得してしまう。そこに、技の味のようなものを皆が感じるのである。このさりげなく結果を出す技術に主将ツヨシは惚れ込んでしまったのだ。
　ゲンの小離れは、すでに部内においてはごく自然な風景になっている。しかし、感心して見ている二年生たちも、その小離れを自分もやってみたいとは決して思わない。「大きく大文字に離せ」という指導が圧倒的主流である現実を物語る。
　その日は五時半に立ち練習が終わった。

「集合。」哲史の声に対して、「はい。」と大声が響き、キビキビと全員が集合整列した。

「正坐。」

「礼。」

　哲史に倣って全員が師範に膝を向ける。

「師範、一言お願いします。」

「特にない。」

「はい。ありがとうございました。」コメントがなくても全員が礼を言う。
「直れ。」

「主将指示。」

「本日の練習を終了する。明日の黒川大会に出る五チーム目、Ｅチームのメンバーを発表する。大前一年男子南屋、二番三年女子米田、落ち三年男子杉井以上の混成だ。二年部員は大会運営の手伝いに入ってくれ。」
「はい。」

　結局、明日出場できる十五名の枠は、三年生部員十四人全員にゲンを加えたメンバーで埋められることになった。これは、シバカンが幹部に強く指示した編成だった。
　シバカンの粋な配慮によって、レギュラー以外の三年生にとっては事実上の引退試合が用意された形である。総体に向けて絞られてゆくＡチームメンバー男女各五名に入らない者は、これが黒川高校弓道部員として出場する最後の試合になり、その後は日々の部活に参加することもなくなる。
　二年前一緒に始めた同期生でも、今日まで努力はしたが花開くことなく、最後の大目標に挑戦する資格さえ与えられずに引退して行く者がいる。

「主務の方から何かあるか。」

「はい。」笹島が、集合時間と持ち物の確認をした。

　礼と神前礼拝をして解散になった。

（二）引退
　普段の部活にはほとんど顔を出さない顧問教諭の島本も、部員たちが試合出場するような場合は引率責任があるので会場に行かねばならない。自分の軽乗用車でシバカンを迎えに行き、八時二十分頃黒川市弓道場に到着した。暫らく部員たちと一緒にいた後一旦帰宅して終わる頃また顔を出そうと思っている。
　シバカンは、島本に「ごくろうさん。」といって、スタスタと道場の中に入って行った。型は古いがプレスの効いた背広を着ている。さすがに薄くなってはいるが頭髪をキチンとなでつけ、小柄ではあるが古武士然とした威厳がある。
―おいおい僕は運転手かい。まあ、この方が気を使わなくていいけどー

　

　道場内では、教え子の黒川高ОＢ竹中や春日山が大会役員で忙しくしていた。
「おう、お前さんたちそろそろ教士くらいにはなったか？」

―うわ、シバカンだ。そうか、師範で母校に返り咲いたっていったなー

「先生とんでもないですよ、ご無沙汰しております。今日はよろしくお願いします。」無難な挨拶をして忙しそうな顔でその場を離れた。
　シバカンが畳敷きの師範控え室に入って行くと、西郷師範が着替えていた。
「西郷、どうだ最近は。」

―おっと、シバカンか。さすがの私もこの先生にかかっては子ども扱いかー

「おはようございます。先生もお元気で何よりです。」

　

　女性の会員がお茶を入れて運んできたので、「どうぞお坐りください。」と言って、射場を見渡せる審判席を勧める。
　西郷がシバカンの相手をしていると、開会式の来賓である黒川市の市長が、竹中に案内されてやって来た。ニコニコしながら入ってきた市長は、シバカンを見つけると反射的に引き返すような素振りを見せたが、竹中がすぐに察して背中を押し戻した。「はっはっ、冗談だよ」苦笑しながらシバカンの横に坐って「おはようございます。」と挨拶をする。
　市長も黒川高校の卒業生である。卒業生たちは決してシバカンを嫌っているのではなくむしろ逆で、母校を愛するのと同じようにこの化石のような元名物教師を愛している。ただ、大きな声で、人前で子ども扱いされるのが何とも苦手なだけなのである。
「おう、市長。あんたは、何年卒だったかな。」

「はい。竹中と同年です。」
「そうか、昭和四十三年卒業か。」まだ頭はかなりはっきりしているというところを見せ付けられて、一同は驚いた。

「初めて竹中たちをインターハイに連れて行った年が四十二年だ。忘れるわけがなかろう。」

　それから、二十分ほどシバカンの思い出話を聞かされていると、開会式の時間になった。

　射場で開会式が行われている間、シバカンは控え所に下りて折りたたみ椅子を引き出し、ちょこんと坐って大人しくしていた。竹中が「市長の横にお並びください。」と敬意を表したが、笑って辞退した。
　

　県下弓道黒川大会は、市体協弓道会に籍を置く会員たちにとって年間最大の行事で、晴れがましい一日になる。会員たちはそれぞれの持ち場で運営に関わって忙しく、選手として出場はするが好成績を残そうとする精神的な余裕はない。それは仕方がないと皆思っている。県内他道場の門人たちの前で恥ずかしい大会運営は見せられない。

　閉会式が終わり、西郷以外の師範たちも顔を揃え審判席に坐っている。西郷に勧められてシバカンも一緒に坐った。右端は来賓の市長、そうなると次の二番目は審判委員長西郷の席なのでさすがのシバカンも遠慮して三番の席に、他の師範たちに「すまんの。」と言って坐った。
　竹中の矢渡しが終わり、市長は別の行事に呼ばれていると言って退席した。的の掛け替えが済めば試合が始まって高校生のチームが入場してくる。シバカンが声を潜めて西郷に訊いた。

「うちの中学経験者の一年坊主が一番立ちの大前で入って来るが、知っているかね。」

「はー、そういえば伊庭市の道場で引いていた中学生がいましたね。」

「そうだ。かなりいいぞ、見てくれんか。」

「はい。」

　キビキビと役員たちが動いて準備が整った。射場進行主任の春日山が各持ち場のスタンバイを確認して、選手入場を指示した。
　黒川高校Ｅチームが立ち順一番なので、第一射場大前のゲンを先頭に三人チームが三組入場してくる。
「始め。」

　選手が射位に進むと、記録担当の女性会員のアナウンスが入る。

「チームの紹介をします。第一射場黒川高校Ｅ、一番南屋君、二番米田さん、三番杉井君。第二射場：：」
　ゲンは正規の団体戦メンバーとして大会に出場した経験はない。ただただ、高校の弓道部員になって始めての団体戦に臨む喜びに興奮していた。矢をつがえる指先が微かに震える。「楽しいなー」心から思う。
　闘志を秘め且つ生き生きとしたゲンの表情を見て「この選手は使える。」西郷は直感した。重圧を楽しむ、とよく言われるが、実際にそんな芸当が出来る人間は少ない。俄然どんな射をするのか楽しみになってきた。
　西郷が見ていると、ゲンの引き分けと会の姿は、中学一年から指導を受けただけあって正にオーソドックススタイル、教科書的射形で癖がなかった。将来が楽しみだな、と思う。

　会に完全に入った所から数秒静かな間があり、やや照り気味だった頭部が天井から真っ直ぐ引っ張られるが如く直立、背すじにも縦への伸びが加わり、力感を伴った完成度の高い会の全体像が出現した。見ている者を引き込んでゆく魅力がある。十秒を過ぎる頃、初見の西郷が「今だ」と感じるタイミングで、矢筋通りの離れが出た。
「キャン」
―う、小離れかー
　身体の軸がピクッとも動かない。的中。

「よし。」応援席の掛け声。
　西郷は、「ほう、いい残身だ」と思った。弓手でクッと切った余韻が表れ気持ち良く伸びた左腕。計算されたように所定の位置でＶ字型に静止した馬手。肘の角度は、窮屈に感じない九十度をやや越えた角度、絶妙である。
　オーソドックスで隙のない会までの姿、打って変わって個性豊かな小離れの絶妙な技の対比。気に入った。面白すぎる。本当に子供が自分で創り上げた射形か。
　どうだい？という顔で西郷の顔を窺うシバカンに、正直な気持ちを表した笑顔を返して深く頷いた。本当は「先生、いいですねー。」と言いたかったが、どんなに小さな声でもそこにいる選手に聞こえてしまう。

　大前の選手からは、二ｍしかないひな壇なのに、坐っている師範たちの表情はおろか誰が坐っているかも、普通は見えない。弓道の目使いはそれ程徹底している。的を見る時以外は、立位で四ｍ先の床を伏目で見るとされている。ゲンからは、シバカンや西郷たちが自分の射を見てどんな反応をしたかなどは全く分からない。
　立射すなわち立ったまま進める略式の体配なので、三人立ちの四ツ矢だと五分台で終了する。黒川高校のチームはほとんどの選手が会を十秒程度持つが、次の選手が早めに打ち起こす習慣がついており、第二、第三射場の他校チームとほぼ同時に退場した。
　ゲンは二本目を抜いて三中だった。二本目は的中に対してフッと欲が出た。
　一本目、後ろ二人の三年がゲンの落ち着きの影響を受けてきっちり中ててきた。
　二本目ゲンの意識としては、先輩の連続的中の後自分が外すとせっかくの貯金を吐き出すことになり、先輩の頑張りを生かすためには抜けない、と少々固くなったのである。的枠を叩いて七時に外れる矢を目で追いながら、これが団体戦の心理か、と改めて実感した。自分にはこの心理戦の経験が全くない。これは面白い、鍛え甲斐がある、とワクワクした。
　

　ゲンは、退場すると道具を片付けてすぐに二年がやっている矢取りの仕事に加わった。
　看的係役員の的中判定に従って、掲板に〇×表示を出してゆく。

　全射場終了した時点で、役員が的を近くで確認して掲板と合っていることを挙手で射場記録係に合図し、先方から了解の合図が出たら一斉に矢を上げる。各的に一人付いて一斉に上げないと時間がかかってしまう。これに人手が必要なのである。

　待ち時間が長いのだが、一般会員から色々な話が聞けて結構面白い。高校弓士たちは弓道の周辺知識に飢えている。何でも知りたいと思っている。毎年看的係をやる会員は高校生との交流に慣れていて話題が尽きない。ただ、一日中立ちっ放しの仕事になり、終わってみると相当な疲労が残る。
　さて、午後のふた立ち目である。

　黒川高校Ｅ、一番のゲン的中。二番、三番とも的中。続く二本目、一番ゲン午前の反省を生かして的中。二番外れ。三番意識しすぎて上体が突っ込み六時に抜ける。

　現在六射四中。ゲンは瞬間的に考える。自分が入れて七射五中、希望がつながる。抜けば七射四中、そのまま沈む。大きな違いだ。計算してはいけない、と思うが数字は明確だ。自分のこの一射がチームの浮沈の鍵を握っている。そこまで考えると、「根性、根性」と頭の中でつぶやきながら大三に移る。引き分け順調。会に入って「なんだ結構落ち着いているな」と自分で気づいた。大分慣れてきたか、と嬉しくなった。今日一番の良射が出た。的中。
「よし。」

　うしろの三年生二人は、これが高校最後の二射になるだろう、と思っていた。一年坊が自分たちの花道を精一杯飾ってくれようとしている。
「負けてたまるか。」

　最後の頑張りを今示さないでどうする。

　
　二番の米田可南は、現在の自分に課している確認項目を完璧にこなすことで結果を出そうと思った。それで中りに見放されたとしても悔いはない。むしろ自分らしい。取り懸けの時丸くなりがちの背すじを伸ばして両腕の円相を取る。打ち起しで弓と手の内で構成する十文字を早めに作る。大三は的が肘左に接して見えるまで十分に入れる。その時馬手だけが残らないように矢と身体の平行を図る。引き分ける時弓手肘はゆったりとしたまま突っ張らないこと。両肩が同時に入るように静かに納める。
　さあ、じっくりバランスを確認しろ。慌てて弓手を突っ張るな。いくら時間をかけても良い。弓の中に背中を押し込んでゆけ。どうだ、まだ頑張れるか。よし粘れ。迷うなよ。離れは左右同時だぞ。バランスが命だ。矢を頬から離すな。
「キャン」

　可南は離れが起こって初めて自分が離れを出したことを知った。

「バン」的中。
「よし。」掛け声。
　残身をとる。脳内の痺れがスーっと退いて行く。

　
　三番杉井徹朗は大三に移行するところだった。意識過剰になった前の矢が鮮明に頭に残っている。彼の意識にもう団体戦の圧迫感はない。最後の地元大会に出させてくれたシバカンの気持ちは笹島から聞いている。自分の高校最後の二本の矢に感謝を込めて、静かに全うしようと言う決意だけだった。心持ち蒼ざめた静かな表情のまま、身体の中心から真っ二つに割る離れが出た。
「キャン」「バン」

「よし。」

　鮮やかな矢飛びだった。

　現在九射七中。場内に好記録を期待するどよめきが広がる。

　シバカンはゲンの表情をジッと見ていた。
―さあ坊、どうまとめる？何を考えている？―

　その時、取り懸けを終えて物見をしながら、ゲンが表情を変えずに突然声を出した。

「先輩頑張りましょう！」さすがのシバカンも度肝を抜かれた。
　間を置かず打ち起こしたので、射場進行係には十八人の選手の内誰が声を出したのか分からなかった。射位と本座控えにいる選手は、声を出してはいけないことになっている。注意しようにも相手が誰か分からなかった。進行主任の春日山は審判席を見たが、先生たちは皆聞こえなかったような顔でいる。
―相変わらず高校生には甘いなあ―

　ゲンの熱い叫びを聞いて、米田可南は眉根をグッと寄せて目を閉じた。
　杉井徹朗は、暫らく表情を変えずにいたが、ズッと鼻水をすすって、敢えて伏目を解きゲンの射を目で追った。視界が潤んで霞がかかる。二、三回瞬きをしてピントを合わせた。

「キャン」と言う弦音とともに、背骨の軸をグッと踏ん張ったような切れの良い離れが出た。まだ幼さが残る背中ではあるが、年少の者をこれほど頼もしく感じたことはかつてない。きれいな矢飛びを見せて、的心に入って行く。
「パン」
「よっしゃ」杉井は思わず大声を出してしまった。春日山に顔を向けて、頭を下げ恐縮の意を示した。進行主任は、諦めてニヤッと笑いながら横を向いた。
　ゲンの皆中に控えめな拍手が起こる。

　―こいつら、最後を詰めて終わるな。―

　シバカンは、「弓道の神様はいる」と思っている。こんな場面ではきちんとドラマを作ってくれる。熱いハートには答えてくれる。だから皆弓を止められない。

　二番可南は、この頼もしい後輩について行けば良いという安心感だけで、三本目と全く同じ射を繰り返すことに集中できた。自分から見ても会心の一射だった。最終の一本的中。高校弓道生活に見事な終止符を打った。

　三番杉井は一本を残してさすがに固くなった。三本目のような心境の平静を保てと言われても無理だ。それ程修行は出来ていない。ただゲンから投げ掛けられたガッツだけは持って臨もう。

　この二年間、ツヨシ、ツッチー、笹島、カンジ、はるか、こいつら天性の運動神経とガタイそして根性を持った奴らに引っ張られてここまでやってきた。いくら羨んでも何も解決しない。自らの道を開くのは自分だけだ。不恰好でもなんでもいい。結果を出さねばならない時は石に噛り付いてでも出すしかない。
　長い会だった。視界が薄れるほど粘っても必中の確信が持てない。ひとたび発射してしまえば、その矢は自分の管理下を離れる。決断の勝負である。
　離れのパワーまで使い果たしてはいけない。手先で無難な離れを細工してみようかという誘惑もフッと湧く。
　その時、その僅かな焦りと時間の観念が小さな反射を起こしてビクが出た。しめた。
「キャン」
　お陰で格好は悪いが軽い離れにつながった。「ビク」とはその名の通り馬手がビクっと振動することで、発射間際にある射手の意思に反して離れの動作が反射的に起こるが、離れまでには至らずリセットするように持ち直す現象である。ビクを一拍耐えることでタイミングが生まれる。高校最終の矢は素直に的に吸い込まれて行く。「バン」

「よし。」応援席から仲間の大きな声援が起こる。
　最後の最後にツキが回ったか。全然美しくないが、俺らしい一射だった。
―高体連の公式戦には新人戦地区予選にＢチームで一度出ただけで終わる俺の部活だった。それでも今日、新人離れした存在感だけでチームを引っ張れる奴がいることを知った。将来県を代表する選手になるだろう。そいつと最後にチームを組めた。彼のデビュー戦をぶち壊さずに済んだだけでも上出来だ。悔いはない。シバカンに感謝だ。―
　静かに弓倒しをして物見を返した杉井の目は僅かに潤んでいた。他の二チームはすでに終了して退場した後だったので、広い道場の射位に自分だけが立っている。足を閉じ一歩下がり退場する。「射場を出るまで、絶対に泣くんじゃない。」と自分を叱った。ささやかだが高校弓道生活最後の花道だ。噛み締めるように進んだ。
　普通は皆中者にだけ送られる拍手が自然に発生した。それほど杉井の渾身の一射が観覧者の胸を打ったのである。

　チーム十二射十中が出た。午前午後の合計でも二十四射十七中、立派過ぎるくらいの成績である。寄せ集めの混成チームが意地を見せた立ちだった。

　シバカンは思っている。ツヨシたちのように徹底して弓道漬けになる生徒ばかりが弓道部員ではない。決して手抜きとか甘いとかではなく、学業と両立させて正規の練習はきちんとこなすという生き方があっても当然良い。ただ現代の高校スポーツ界においては、そのスタンスで有力選手になるのは難しいということも事実ではある。この杉井徹朗や米田可南のような生徒もまた健気で愛おしい。せめて一つは高校弓道部での思い出を残して末永く弓を愛して欲しい。
　シバカンは、今朝長男の妻が右ポケットに入れてくれた白いハンカチを取り出して目頭を押さえた。横目でそれを察した西郷の顔にも、思わず笑みがこぼれた。

　応援席の哲史は、二年間生真面目に弓射と向かい合ってきた友が見せた惜別の一矢を、しっかりと目に焼き付けておこうと思った。

　黒川高校の二年生部員たちは、それぞれの持ち場で、去り行く先輩の背に拍手を送った。

「先輩、ありがとうございました。」ゲンには、これしか気持ちを表す言葉が見つからなかった。

「ゲン。ナイス皆中。」「ゲン。いい射だったよ。」先輩二人は心からゲンに賞賛と感謝の言葉をかけて、互いのカケの拳を合わせた。
　―体育会人間はいいなあ。一言で気持ちが通じる。飾る必要がないんだ。―
　ゲンは黒川高校弓道部に入部した喜びをしみじみと噛み締めた。
　午後四時、全ての立ちが終わり閉会式になった。

　団体は、優勝黒川高校Ａ、男子レギュラーである。二位黒川高校Ｂ、同じく男子レギュラー。三位黒川高校Ｅ、ゲンの混成チームである。なんと、高校生の独占であっただけでなく、参加七十チームの中で黒川のワンツースリーフィニッシュであった。本大会初の快挙だと大騒ぎになった。
　個人の高校男子の部は、優勝はツヨシ八射皆中。二位哲史同じく皆中。三位ゲン七中。やはり黒川の独占だった。
　高校女子は、はるかの個人優勝八射皆中が光った。

　表彰式が終了し、解散になった。弓道会の師範三人からお祝いを言われたシバカンは、「ありがとう。」と言って早々に市弓道場を辞した。

　―部内に波風立てずに、どうやってあの坊主をＡチームにはめ込むか。頭の痛いことだ。―

　高校生たちの休憩所になっている隣のゲートボール場に向かって歩いて行くと、Ｅチームの落ちを引いていた杉井徹朗が寄ってきて、「師範、引退試合のご配慮をありがとうございました。」と頭を下げた。
　後ろに二番の米田可南も嬉しそうについて来ている。
「ふふん。最後の二本いい射だった。魂の射だな。あれが出ただけで、お前さんは生涯弓を引いて行けるでな。」

「はい。ありがとうございました。」

「ところでお前さんはゲンをどう思った。」

「はい。今すぐにでも公式戦で使うべきだと思います。」

「そうか。よし分かった。」

―この男は頭がいい。こいつに一役買ってもらうか。―

「ほい、可南ちゃん。あんたもいい射だったぞ。わしが与えた課題は今日でクリアしたな。弓手を押せ押せと言われると、あんたは突っ張ってしまう。突っ張った肩と腕で離れを出せば矢は失速する。自然な関節の位置で耐えればいい。スッキリした外見上のシルエットを崩さないという心持で、痩せ我慢で耐える。それがあんたの伸び合いじゃ。最後の二本、気品漂う立体感のある美しい会だったわ。矢勢が良かっただろう。合格だ。わしが生きている限り杉井もあんたも我が弟子だ。弓道をやめちゃいかんぞ。」
「はい、ありがとうござ：：：」「うっ、うっ、うっ」

　突然、シバカンが驚くほど激しく可南の目から涙が溢れた。
　元々運動部など似合わない弱い自分が、最上級生という立場の重圧に耐えながら、緊張を悟られまいと振舞ってきた。好成績を初めて出した興奮を抑えて、引退の寂しさを笑顔に隠していたが、シバカンの優しい言葉に感情の歯止めが弾け飛んだ。
　この二年間は迷いとの戦いだった。止めどなく流れる涙は、華やかな舞台に立つことなく終わろうとしている部活の、人には言えぬ苦いわだかまりを洗い流して余りあるものだった。
　許されるものなら、いつまでもいつまでも思う存分泣いていたかった。
「おいおい、せっかくの可愛い顔が台無しだぞ。」

　困った。ハンカチは自分で使ってしまった。「仕方ない」と、シバカンが左ポケットからポケットティシュを出すと、杉井がそれをスッと受け取って封を切りニコニコしながら可南に渡している。

―なんだ、なんだ。お前さんたちはそういうことか。ティッシュは進呈するから丸ごと持って行け。―
「集合。」哲史の号令で、片付けが終わった部員たちは休憩所の外に集合した。
「島本先生一言お願いします。」

「みんな。ご苦労さん。」
「ありがとうございました。」

「素晴らしい成績で、おめでとう。来月からの総体に向けて、柴田先生の指導をいただきながら、頑張ってください。以上です。」

「はい。ありがとうございました。」

「師範、一言お願いします。」

　特にない、と言うかと思ったシバカンが、口をもぐもぐして発言しそうなので、一同「おっ」と注目した。

「今日の結果は、島本先生が言われた通りだ。他校のレギュラーが勢揃いした大会で力を示した効果は大きい。」

「さてその上で、わしはＥチームに注目した。急造の混成チームが活躍したところをお前さんたちは見たか。南屋ゲンは実力を持った新入部員だが、他の二人の頑張りが団体三位という結果をもたらした。三年生というプライドを捨ててゲンの力を信じた所に活路があった。大将を務めた杉井、少し発言してみぃ。」
　シバカンはそう言いながら杉井をギョロっと見て、「分かってるな」という顔をした。

「はい。」

　突然の指名で杉井はカーッと頭に血が上りそうになったが、ここは男として踏ん張る場面だ、と思い脳を瞬間的にフル回転させた。シバカンは自分に何を求めている？タク、事前に言っておけよ。うん？事前に？そうか、さっきのゲンのことか！
　分かったがいきなりでは内容を組み立てる暇がない。しゃべりながら組み立てるしかないが、出だしは取り繕わずズバリ核心から入ってみるか。
「自分は、ゲンに心底感謝している。恐らく今日が自分の引退試合になると思う。その自分にとって大事な試合の締めの一本を、不恰好ながら的中で終了することが出来た。ゲンのチームを引っ張る天性の力のようなものが、あの結果を出させてくれたと思う。」

　よしよし、出足好調だ。
「みんな、良く考えてくれ。ゲンは恐らく県の弓道を引っ張って行く選手になる。部の統率や学年の序列を自分も否定はしない。しかし、自分たちの代はツヨシを中心に、先代から全国を狙うチームとして二年計画で育てられた学年だ。今年は正にオール黒川弓道で歴史を作るチャンスだ。はっきり言う。Ａチームの三番にゲンを入れるべきだ。」

　よし、結論をビシッといったのは良かった。先輩の名前など出してちょっと補強するか。

「それは、高井先輩も美代先輩も賛成してくれる選択だと、自分は信じる。」

「三年男子は七人いる。ゲンが入れば三人が必然的にはみ出る。チームのために個人の感情を殺してその宿命を甘んじて受け入れる。去り行く自分はゲンに引導を渡されるならむしろ光栄である。自分は喜んで同意したい。レギュラー争いに敗れても、秀でた者を素直に認める硬派道に準じて終わりたいと思う。」
　ここまで行くとスラスラ言葉が出る。しかし長すぎては魂の叫びにならない。

「ここで部全体の意思として決断しないと後世に悔いを残す。そのためには、二年生とこれから入ってくる一年生全員が納得しているという大前提が必要だ。」
　これは挨拶ではなく意見だ。言いっ放しで構わない。

「以上、自分の引退に臨んでの意見だ。」

「はい。」二年生が声を揃えて返事をする。
「師範。ありがとうございました。」発言の機会をくれたシバカンに礼を述べた。なるほど、自分は上手く使われたようだが、最後に大役を果たせて本望だ。自分で驚くほど上出来な意見開陳だった。
「うん。いい発言だった。わしからは以上だ。」―やはり使える男だったー
「はい。ありがとうございました。」

「主将指示。」

「今日はこれで解散する。二年生は大会の手伝いご苦労様。疲れただろう。それから杉井、貴重な意見は十分に受け止めて師範と相談する。来月早々には地区合同の高校競射会がある。その前には最終的に男女のＡチームを固定することにする。部内団結して、総体に突入だ。いいな。」
「はい。」

―よし、これで二年生はとりあえずＯＫだろう。シバカンもすごい役者だ。いつの間に杉井を仕込んだのだろう。―
「解散。」

「はい。」
　幹部たちは、杉井に近寄り一人ずつ握手を交わした。目と目で対話するが無言である。引退時期は同じ三年でも立場によってズレが出る。各人が自らそれを察して身を引いてゆく。それを口に出すのはお互い野暮というものである。
　この二年間ほぼ毎日授業が終わると暗くなるまで身を置いていた道場から、いつしか足が遠退くのだろう。四時台の早い電車で明るいうちに帰宅する日々が当たり前になってくる。潔く切り替えが出来るかどうかは別として、一応受験態勢に入るというわけだ。
（三）決戦に備えて
　四月第二週に入ると、二年生による新入生勧誘デモも行われて、ちらほらと入部希望者が顔を出し始めた。

　例年通り二年生が交代で一年の基礎練習を始める。早めに入部した者の中に二人ゲンと同じクラスの生徒がいたので、他の一年たちとも自然に馴染んでいった。経験者が初心者とは別メニューの練習をすることには何も違和感はなく、仕事は一年生として同等にこなすので問題はなかった。
　これからの二週間は、春の審査に向けて体配（定められた所作）の練習が最後の三十分間行われる。二年は全員無指定、三年は希望者が二段を受ける。現三年は遅れをとった者も昨年秋の審査で皆初段に昇段している。

「ゲン、二年と一緒に審査を受けていいぞ。」
　シバカンが、ゲンに受審を勧める。いつの間にか、「坊」が「ゲン」になった。
「はい。ありがとうございます。」

　ゲンが黒川の弓道部に入部したことで、シバカンとは師弟関係になる。師の許可なくして段級審査を受けることは許されない。
　上級生と一緒に体配の練習をする。同じ無指定の部でもゲンは既に二級を持っているので、ほぼ間違いなく当日は最終立ちの落ちになるはずである。落ちの練習を重点的にやることにした。一日一回でも毎日やることで、ゲンの体配はかなり上手くなってきた。

　その週の土曜日は、練習が早めに切り上げられて、新入生歓迎コンパが少し広めの生物室で行われた。教室の真ん中に机が集められて、二年生がジュース類と菓子を広げた。校舎二階の東端にある生物室からは桜の古木が目の高さに望める。このところの晴天続きで気温も上がり満開を迎えた桜を眺めながら、まさに花見の宴の風情である。
「師範もどうぞ出席して下さい。島本先生も呼んであります。」主務の笹島が声をかけた。

「わかった。お邪魔するかな。」シバカンは答えながら、教師や外部指導者を同席させる新歓コンパとはどんなものなのか、と不思議に思った。
　　

　昔は、コンパといえば上級生の説教だった。暗黙の了解で顧問はその前に中座したものだ。

　突然正坐を命じられた一年の周りを取り囲んだ二年が、机を叩き口々に罵声を浴びせる。「挨拶をしろ」「返事をしろ」「言葉使いが悪い」「電車で席を譲れ」「学帽を被れ」「服装に気をつけろ」内容は関係ない。単純に脅えさせるのが目的だった。

　その次は、二年が正坐、三年が説教をする。これは多分にヤラセ的であり儀式であった。

　新入生に学年の上下関係を叩き込むには最も効果的な伝統だった。

　各クラブだけでなく出身中学別にも新歓コンパは行われたので、この上級生による「教育」から漏れる一年はいない。

　翌日から、一年の態度はコロッと変る。詰襟のホックを確実にとめる。学帽を斜に被るなんてことは許されない。校内ではもちろん、登下校時や電車の中では、挨拶をしなければならないので常に上級生を目で探す習慣がつく。一年が電車の座席に坐って上級生が立っているなどという風景は絶対に見られない。周囲の住民は、良くしつけの行き届いた生徒たちだと感心することになる。

　大人に対しては緊張感を持って接するのが当然だったので、高校生は地元の人たちに可愛がられた。
　現在ではこのような前時代的な行為が許されるはずもなく、その名残はあっても、黒川高校弓道部新歓コンパの説教タイムのように整列させた一年に二年の男子が諸注意を並べ立てる程度のものである。

　今回もその程度の儀式的なものが粛々と行われた。

　それでも一年生にとって、かなりのインパクトはあり結構な効果がある。二年にとっても、三年の目の前で行う初めての説教タイムは試験を受けているような緊張感があり、上級生としての自覚を深める機会になる。
　今年の説教タイムの内容は、例年通りの生活態度の諸注意に加えて、ツヨシたち三年から何かというと説かれてきた「硬派道」を強調するものが目立った。

「人の上達を羨むな。敬意を払って自分の成長の目標にしろ。」

「はい。ありがとうございました。」

「男子は女子をかばうこと。女子は男子を立てること。」

「はい。ありがとうございました。」

「部内恋愛は構わないが、道場内や集団行動中にその素振りが目に余るようなら退部してもらうぞ。」

「はい。ありがとうございました。」

「部活に対する理念はそれぞれ自由だ。しかし遊び半分の弓は許さんぞ。」

「はい。ありがとうございました。」

「主将になる者は先代の指名による。部員に唯一指示を出せる権威ある役職だ。憶えておけ。」
「はい。ありがとうございました。」

「自主練はあくまでも自主的にやるもので、強制はされない。この部は実力主義であり、全て自己責任だ。」

「はい。ありがとうございました。」

「いいか、お前たちは常に黒川高校弓道部の看板を背負っている。これからの三年間絶対に不祥事を起こすな。何十年という伝統ある歴史が一瞬で吹き飛ぶことを憶えておけよ。万一外で喧嘩に巻き込まれても、身体を庇うことに専念して殴らせておけ。名誉は耐えることで守れ。それが我が部の硬派道だ。」

「はい。ありがとうございました。」

　そこにツヨシが笑顔で割って入る。

「よし。その辺で止めろ。」

　二年が、「はい。ありがとうございました。」と言って、表情を緩めフーッとひと息ついた。脇で見ていた女子の二年も緊張から解かれてホッとしている。
　その儀式が終わると、突然二年生が大声で歌いながら手拍子を打って机の周りをグルグル回り出した。今度は女子の二年も一緒である。「な、何事か」と呆然としている一年を、二年たちが「入れ、入れ」と引っ張り込む。

　黒川高校は前身が農業、商業系の実業学校で、元々男女共学なので男子校のような春歌はない。応援歌練習で習ったばかりの数曲の応援歌を繰り返し一オクターブ高い大声で歌い続けるのである。一年の中には早くも二年以上に盛り上がっている雰囲気に馴染みやすい者もいる。
　応援歌の中に「大河河畔」という名作がある。体育教師時代のシバカンがこれに振りを付けた「シバカン体操」は今でも代々受け継がれている。二年男女が横一列になってこれを披露した。当のシバカンも大喜びで飛び入り出演する。
　一年は手拍子を打ち歌いながらも、この見事な出し物に見入っている。
　三年は、ニヤニヤしながら見物し、菓子などをぼりぼり食べている。
　シバカン体操が終わると、主将ツヨシが手を上げて言った。
「よし、みんなご苦労さん。喉を潤してくれ。」

　三年生が二年生に紙コップを持たせてジュースをつぐ。一口飲んだ後二年が一年につぐ。「いただきます。」と言って飲む。これだけのことで、新入部員たちはなんだかファミリーの一員になったような気分になる。一種の集団催眠のような効果といえる。

　シバカンは「なるほどな」と思った。無難な形に変ってはいるが、基本的な原理は昔のままだ。なかなか愉快じゃないか。
　それから三十分ほど談笑して解散になった。

　

　週明けの月曜日から出て来なくなった一年が、男子女子各二人合計四人いた。毎年この程度のカルチャーショックで早々と逃げ出す者は必ずいて誰も気にも止めない。この月曜日が正式な入部手続き締め切りになっていて、残った一年が晴れて今年の新入部員となるのである。
「バカになりきれること」体育会人間には絶対必要な資質だと哲史たちは考えている。
　その週末、市弓道場で二段以下審査会が行われた。
　一年前伝説の無指定二段一発合格を果たした土屋哲史を除く三年の幹部たちは二段合格。ゲンは初段に飛び級合格した。二年は無指定で初段二人、他は一級であった。
　哲史は、別の日に県営弓道場で行われる三、四段審査を受けることも出来るが、インターハイを控えているこの時期なのでチームの和を優先して遠慮することにした。「高校三段」のタイトルは確かに魅力だが、硬派は個人の事柄のみに汲汲としてはならないと判断した。
「ツッチー、お前さん三段を受けてもいいぞ。」シバカンが気を使って訊いた。
「ありがとうございます。大切な時期ですのでチーム練習を優先します。」

　やせ我慢も辛いものがある。
　四月末の月曜日、幹部はインターハイに臨む男女のＡチームを発表した。男子Ａチームはシバカンや幹部たちが意図していた陣容を改めて公に示す形になった。面々がこの一ヶ月様々な場面で示唆してきた新入部員ゲンの大抜擢については、二年はもちろん一年にも既に納得する空気が出来ており、動揺はなかった。
　何よりも、ゲンが見せつける実力と、シバカンの指導によってさらに練り上げられてゆく技の冴えの前に、異論を差し挟める一二年がいるはずもなかった。
　シバカンが改めて感心するのは、ゲンの胆力である。自分のことがこれほど問題になっているのに、自分は幹部の指示通りにするだけ、という達観のようなものを既に腹に収めている。

―これほどの新人が、正に手薄だったＡチーム三番にスッポリ納まるために現れるとは、これほどのツキは経験がない。今年は本当に何か起こるぞ。―

　一人でニヤニヤするシバカンの顔を窺った哲史も上出来な結果にホッとした。

―なんだよおじいちゃん。チームが上手く固まったのがそんなに嬉しいのか。だから俺たちに任せておけば大丈夫なんだよ。―

　

　その日から、哲史、笹島、ゲン、カンジ、ツヨシによる近年最強の黒川高校弓道部男子Ａチームが始動した。

　朝練は七時から、男女Ａチームが交替で立ちに入り一人二十射引く。一年が矢取りのため二人ずつ当番で早く登校する。

　昼練は昼食後、同様に一人八射引く。
　放課後は、二年部員と一緒に射込み一時間。シバカンの射技指導を受ける。その後一時間立ち練、Ｂチーム及び混成チームと一緒なので、二回立てれば良い方である。

　六時の正規練終了後、男子女子Ａチームだけは居残り一時間ほど立ちの続きを行い終了する。
　本番まで弓道漬けになるが、それでも矢数は一人一日七十くらいしかかけられない。かと言って矢数をかけるために一射の所要時間が早くなると、シバカンから厳しい叱責を受ける。
「じっくり攻めるうちの持ち味を捨ててどうやって本番で結果を出すつもりだ。」

「気軽な射を一本でも出したら補欠と替えるぞ。」

―このおじいちゃんなら本当に落としかねない。―

　悲鳴を上げる筋肉を騙しだまし、ひたすら耐える会と、離れの思い切りを磨く訓練が延々と続く。

　シバカンは、朝七時から夜の居残り終了まで付き合っている。八十を過ぎた老人とは思えない鬼気迫る姿である。

「これからは、一日の最後に十分間だけミーティングの時間をとる。全員が今の技術面、心理面の課題と改善の見通し、一番注意していることを言え。他の者はメモを取れ。自分の前や後ろで引く選手の状態を自分の射のように理解しろ。空気、息使い、後姿、弦音、矢所で人の射を把握できるようにしろ。あと一ヶ月しかないぞ。全てを高校弓道に捧げろ。」
「はい。ありがとうございました。」

　五月第二日曜日に、通学圏内八校の高校競射会すなわち練習試合があった。会場はやはり一番広い黒川市弓道場である。

　黒川高校は男子女子各Ａチーム、Ｂチーム及び混成のチームで五チームが出た。一年も矢取りなどの手伝いで参加している。男子Ａチームはこの二週間ほどでかなり安定感が増してきて、大崩はしなくなった。四つ矢全員皆中も何回か出している。
「いいか。今日は大事な日だ。本番突入前の唯一の試合だ。新Ａチームにとって最初で最後の調整になる。やり直しは出来ない本番のつもりでやれ。それだけのことをお前さんたちはやってきたから心配するな。うちのじっくり攻める射は、練習も試合も全く同じことをやれるように出来ている。それが、前任の北林先生の置き土産だ。安心しろ。」

　シバカンの檄に答える。

「はい。」「ありがとうございました。」

　
　五人立ちで今日は二十二チームが引く。この道場ならギリギリ詰めれば二チームが同時に立てる。時間一杯で一人十六射、四つ矢四回立てるだろうということで開始された。
　立ちを繰り返すごとに、男子Ａチームのメンバーはシバカンの言った通りの手ごたえを感じてきた。
　一本たりとも気軽な射は出さないでここまで来た自信。あの苦しい練習の一本一本をそのまま試合で再現できる自信。

　ふた立ち目にいきなり全員皆中が出た。三立ち目、四立ち目も何本か抜きはしたが、抜けた矢の意味、原因、立て直せるかどうかを全員が肌で感じ、自分の射であるかのような分析が出来ていることに驚く。今引いている選手がどう思っているか。不安があるのか。自信に溢れているか。集中しているか。ミスを立て直せそうか。肌で感じる。これがチームワークなのか。

「頼むぞ」などと祈る必要はない。理解が出来るのだ。
　ゲンは、四人の先輩に囲まれて至福の時間を過ごしていた。これが、高校弓道の団体戦か。まるで先輩たちと語り合いながら引いているみたいだ。シバカンもここに一緒にいて、ガミガミ言われながらやっているみたいだ。楽しい。面白すぎる。このためなら、どんな練習にも耐えられるだろう。
　試合が終わった。表彰があるわけではないが黒川の男子Ａチームが群を抜いた成績で一位だった。

　選手たちには、「自分のことのみに専念するのではない」ということを理解する意義深い試合だった。

　自分の射に責任を負う。人の射に手を貸すことは出来ない。しかし、理解することは出来る。

　あいつが皆中を逃すとすればあのミスが出た時だ。こういう状況の時あいつはこう考えてしまう傾向がある。あいつはこの癖さえ気を付ければ安心できる。
普段一緒にやっているチームなら皆ここまでは漠然と考えられるようになる。

　しかし、哲史たちのチームは、シバカンの指示によって、練習後のミーティングで全員が、技術面と心理面両方の弱点の原因と改善の見通し、進捗状況を言わされて、他の者がメモを取るという作業を続けてきた。
　メモを取ると分析につながる。頭を常に使って練習に臨む癖がつく。人の射を見る時でもボーと見るのではなく、技術面の迷いはもちろん、内に隠れた心理まで見抜こうとする姿勢が身に付く。その取り組みが、選手の射を見る眼力を育て、回りまわって自分の射を隅々まで知ろうという努力につながる。

　たとえひと月かふた月でもこのトレーニングの継続は、成長期の選手に革命的な思考回路をもたらしたのである。
　選手たちが、今疲労のピークを迎えているのは、その練習が頭脳をフル回転して行われているからに他ならない。指導するシバカンも相当疲れている。

　県内にも強豪校はある。確かに良く中る。しかし、所詮は高校生であり、自分が良く中る理由を把握し切れていない。常に、この中りが大切な日にピタッと止まってしまう恐怖を抱えて試合に臨んでいる。自分の射を把握し切れていない者が、チームメンバーの事情まで洞察できるはずがない。
　この幼さゆえの弱点について指導者たちは目をつぶってきた。シバカンはこの諦めに一歩踏み込んだといえる。高校生はもう子供ではない。道筋をつけてやれば思考回路を自ら進化させ、都学Ⅰ部の学生選手レベルの境地には手が届くはずだとの信念がシバカンにはあった。
（四）決戦前夜

　その後、総体地区予選がある五月最終日曜日までの二週間、男子Ａチームの練習は同じように続いた。

　シバカンは、昼練が済むと自宅に戻り放課後の練習まで休憩する。さすがに疲労が溜まるのか、長男の妻はる子に床を延べてもらい横になる日が増えた。
　長男は定年間近ではあるが東京の出身大学で研究職に就いている。最近、高齢で一人暮らしの父のために、はる子だけが暫らくの間シバカン家に同居して家政婦を探すことになった。
　シバカンとしては、はる子とは昔から不思議と気が合い、今の快適な生活が気に入っている。はる子も、自分の子供たちは既に手を離れ身軽なので、目先の変った田舎の生活が満更でもないと思っている。また、義父が今打ち込んでいる黒川高校弓道部の指導もけっこう興味深い。インターハイ出場という大風呂敷も、半信半疑ながらどこまで夢に迫れるのか楽しみにしてはいるのである。

　従って本来の目的である家政婦探しには二人ともほとんど興味がない。
「おとうさん。四時になりますよ。」

　はる子の声に、浅い午睡から目覚めたシバカンは「うん。」と言って、身支度を始める。

「お顔を洗ってくださいよ。歯磨きも。」

　ふん、とは思うが、素直に従う。

　スタスタと玄関を出てゆく義父を見送りながら、はる子はさりげなく服装のチェックをする。きたない年寄りは嫌われる。自分の責任である。

　シバカンの家は学校に隣接しており、この時間になると野球部員の大声が聞こえてくる。道場に近づくと部員たちの「よし」という掛け声が響いてくる。
　ガラッと引き戸を開けると、振り向いた部員たちから一斉に「おねがいしますと。」声が掛かる。
「うん。」と言って入り神前に一礼。師範用の椅子に坐る間もなく射込みを続ける部員の脇に立つ。
　部員たちにはそれぞれに師範から与えられている課題がある。その改善状態をシバカンは見て回る。課題は短期間でクリアしなくても良い。少しでも努力の跡が見られれば「いいぞ。もう少しだ。」と言ってもらえる。
　部員によっては、その課題は置いておき目先のことや中りにのみ気持ちが行ってしまう者がいる。

「おい、お前さんは今の一本何を考えて引いた？」「わしの言うことが聞けないならこの道場で引くことは許さんぞ。」

　外部指導者であっても、師範である以上道場主である。門下にある者はその指導に絶対服従。師範に対して、訊かれない限り自分の意見を言う必要はない。武道の道場における大原則である。双方真剣勝負でなければならない。
「立ち練！」ツヨシの号令が響く。
「はい！」声を揃えて部員の返事。
　一年が黒板に二三年生の名前を書き、看的に入り速やかに準備がなされる。ゲンは一人二役を平気な顔でこなしている。最近では、同期の一年が気を使うほどである。
「ゲン、立ち錬の時は矢取りなんかしなくていいよ。俺たちだけでどうにでもなるからさ。チームを優先しろよ。」

「サンキュー。いよいよの時は頼むかもしれないけど、まだ大丈夫だ。ここで甘えたら、自分が上級生になった時一年にものを言えないだろう。」

「おう。疲労を溜め過ぎるなよ。」
「そうだよ、おまえが倒れたら俺たちの責任だぜ。」
「わかった。」

　一年生といえども入部して二ヶ月近く経つ。男子Ａチームが今この地方でどういう位置にいて、何を目指しているかは全員がよく知っている。

　射込みから立ち練に変ると、シバカンはようやく椅子に腰掛けた。部員たちの射をジッと見ている。時折、退場する部員に一言二言助言する程度である。
　哲史たちは、少し疲れているんじゃないかと心配はするが、そんなことを言える雰囲気ではない。

　六時を回って集合になった。

「師範、一言お願いします。」

「うん。明日はいよいよ県南予選だ。男女とも上位で通過出来るから今日の射をそのまま出せばいい。県営道場は床が滑り易いから新品の足袋は履くな。午前中は、矢道手前のコンクリートの照り返しでかなり眩しいから始めから目を細めとけ。わしは高齢で明日県営までは行けん。笹島、わしがこれを買ってきたから、持って行って試合前に選手に一つずつ配ってくれ。」
「はい。」笹島が手渡された菓子箱を見ると、「最中」である。

「最も中る、と書いてモナカだ。どうだいいだろう。」

「ふぁ、ふぁ、ふぁ、」と笑った。

　部員もつられて笑った。

「今日は、居残り練習はやめて、ゆっくり休め。笹島は明日終わったら電話で報告してくれ。」

「はい。」

「よし。それだけだ。」

「はい、ありがとうございました。」

　―いつものおじいちゃんじゃないみたいだな。変に優しかったし調子が狂うぜ―

　幹部たちは尻がもぞもぞした。

　翌日は快晴だった。アルプスの残雪が朝日に輝き、梅雨入り前の新緑が目にしみる。電車に一時間ほど揺られて部員たちは県営弓道場に乗り込んだ。

　哲史たちは、「試合はやってみなければ分からない」というレベルは既に突き抜けている実感がある。皆、今日の八射をどう全うするか確実なイメージが頭にある。身体に力みはなく、顔には笑みが自然に浮かぶ。
　控え室で、男女Ａチームと補欠の十二人は車座になって、シバカンの最中を食べた。上品な甘味が身体に沁みて力が湧くようだ。

「よし、みんな頑張ろうか。」

　主将ツヨシの檄にも気合は入っているが力みはない。
「はい。」
　さあ、出陣だ。

　顧問の島本は一二年部員と一緒に観覧席で観戦した。申し訳ないが、部員たちの競技をまともに見るのは始めてだ。

　見ていると、各チームとも良く中る選手がいても振るわない者もいて、チームトータルは平均的な数字しか出ない。なかなか五人の粒を揃えるということは難しいなあ、と思う。
　十立ち目に黒川高校男子が射場に入った。

　大前の哲史から射が始まる。島本が見ていると、まず他校に比べて会が長いのに驚く。まだ離していないのに次の笹島がサッサと打ち起こす。「あれ、いいのか？」やっと大前が離した。「あ、中った。」あれ、もう三番の一年生が打ち起こす。「あ、二番も中った。」会が皆ものすごく長いことと、離れを待たずに打ち起こすことに唖然としていると、「あ、三番も中った。」ドンドン射が進んで行き、そして皆中る。
「おいおい、すごいじゃないか。」「まさか、このまま最後まで行くの？」

　選手たちは表情を全く変えず、引いて坐る、立って引く、の繰り返し。淡々と進む。自信に溢れている。

　応援の下級生たちも当然という顔で、「よし」、「よし」と掛け声を繰り返すだけである。
　他校の応援席からは、ザワザワとどよめきが広がる。ここまで見ていると、的を外すことはあり得ないように見えてしまう。

　十分程で、一仕事終えたという風情の選手たちが退場した。全員皆中だった。

　会場から大きな拍手が起こった。

　島本は、腰が抜けたように絶句している。やがて我に返り、誇らしげに会場全体を見渡した。「今のは僕のチームだよ。」と言いたかった。
　周りに坐った黒川の部員たちは、もちろん喜んでハイタッチなどを交わしてはいるが驚いている風ではなく、腰を抜かしたのは自分だけのようである。
　部全体に、選手に対する信頼と自信のようなものが行き渡っている。いやー、シバカンの指導力も凄いものがあるんだなあ、と初めて感心した。
　続く女子の部でも、全く同じような戦いぶりが見られた。中りそのものは男子と比べるわけにはゆかないが、選手の堂々たる態度は変らず、島本は十分満足だった。格好いい、と思った。大将の小田はるかは皆中だった。
　一回りして昼食になった。使われていない遠的射場の一角で弁当を広げる。男女とも満足な経過で、部員たちはわいわいと盛り上がっている。
　島本は興奮を抑えるため、「すごかったな。」と言いたいのを我慢して、黙々と食べた。午後の立ちが今から楽しみで、待ちどうしかった。
―何だか、こいつらのファンになってしまった。―

―引いてから、平気な顔で坐る所作が最高に格好いい。―

　一人でニヤニヤしている顧問を見て哲史は、「どうしたんだ」と思った。

　午後も無事終わった。

　ゲンに一本、カンジに一本、共にフッと浮いて的を叩いて十一時に外れる矢が出ただけで、ほとんど問題のない立ちだった。　

　男子Ａチームはもちろん一位で予選通過。女子も三位で問題なく通過した。

　一二年生も遠的射場に集まり、誇らしげに喜びの笑顔を交わしている。
　閉会式まで少し間がある。
「シバカンに電話してくる。」

　主務の笹島が事務室の方へ走っていった。

「いやー。君たちがこんなに強いとは知らなかったよ。すまん、すまん。」

　島本が、他校の部員がいないことを確認してから言った。

「しかし、格好良かったぞ。僕も弓道をやっておけば良かった。はっはっはっ。」

「先生、今から始めますか。」

「自分が師匠になってあげましょうか。」

「ばーか。教わるならシバカンに決まっているだろー。」

「はっはっはっ、」

　事務室から帰ってきて入り口に立っている笹島を見つけて、ツヨシが訊いた。

「どうした？」

「先生、ちょっと。」
　真っ蒼な顔をして笹島が島本を手招きした。

「なんだよ。」と言って近寄る島本に耳打ちする。「本当か！」と言って島本が飛び出していった。

　自分たちの立ちに何か反則でもあったか？

　道具に違反があったか？

　集計に間違いがあったか？

　思い当たらない。

「どうしたんだよ。」「何だ泣くことはないだろう。」

　笹島は涙をこぼして、声が出ない。

「しっかりしろ！」ツヨシが背中を叩いた。

「シ、シバカンが死んだって。」
「：：？」

「な、何だと！」

「何で死んだんだ。」

「よ、よくわからん。」

「それで、俺たちはこれからどうする。」

「どうするって？早く帰ろうよ。」

「ばか。主務のお前と副のカンジが部員を動かすんだ。顧問と相談してこい。」

　二人は飛んでいった。ツヨシと哲史が言葉を交わしてから、哲史が集合をかけた。ツヨシが興奮を抑えながら言った。

「師範に異変があったらしい。笹島は、師範が死去されたと言っている。」
　何ともいえないショックが広がった。泣き出す女子部員もいる。
　十五、六歳といえば、身近な人の死に直面した経験が無い者もいる。昨日元気な姿に接したその人が亡くなったと言われても、それがどういうことなのか咄嗟には理解できない。大変な衝撃である。
「島本先生の指示待ちだが、みんな速やかに動けるように準備をしてくれ。」

「はい。」

　島本は、シバカン宅に再び電話を入れ状況を確認、はる子と簡単な打ち合わせをした。大会役員に事情を報告。男女副将を残して閉会式に出席させることで了承を得た。
　哲史とはるかが代表で閉会式に出席することになったので、それ以外の選手は着替えて荷物をまとめた。選手の荷物や道具類は一年生が手分けして持ち、島本の引率で会場を後にした。

　夕方五時、学校の道場に荷物を置いた。学校の隣にあるシバカン宅に全員で弔問に行くことになっている。その旨は電話ではる子に知らせた。制服が廃止になっているので皆ラフな格好で来ている。仕方がないので島本は全員に上着だけユニフォームのジャージを着るように指示した。
　シバカン宅には、まだはる子の他には誰もいなかった。
　座敷に床が延べられシバカンが寝かされている。はる子が故人の顔から白い布を外し「みなさん、お別れしてやってください。」と言った。
　血の気が引いているが、まるで眠っているかのような穏やかな顔である。小柄ながら、落ち窪んだ眼窩と一文字に締まった口元には古武士の風格がある。女子部員たちから嗚咽が漏れる。
「若奥様。この度はまことに残念なことでございます。高齢の先生に私共の部員の指導をお願いした責任者として、お体への配慮が足りなかったのではないかと反省しております。申し訳ございませんでした。」

　島本が悔やみを述べた。
　はる子は涙を拭きながら首を横に振って「とんでもございません。義父にとって最良の日々だったと思います。あんなに楽しそうな顔をしている義父は久しぶりでした。」と言った。
　島本は「師範に主将から本日の試合の報告をさせます。」と言い、主将に目配せをした。
　ツヨシはシバカンの右横まで膝行して姿勢を正し、深い礼をした。部員も倣う。

「師範、本日の総体県南予選において、男子一位、女子三位でいずれも県大会進出を決めました。県大会においては、二年越しの悲願である全国大会出場を勝ち取るべく頑張る覚悟です。」

「ご指導ありがとうございました。」ツヨシがいつもの大きなはっきりした口調でゆっくりと述べた。
「ありがとうございました。」全員が精一杯の声で最後の礼を言って、再度深い礼をした。一礼に約十秒を費やす。全員が首すじと背すじを伸ばした美しい礼の姿である。はる子は一糸乱れぬ部員たちの振る舞いに深い感動を覚えた。大粒の涙が溢れる。

「皆さんおめでとう。その言葉だけで、義父は安心して旅立てると思います。」

　それからはる子は、部員たちにシバカンの最期について説明した。

　昨日の昼練から戻った時すでに、疲労から風邪気味で微熱があったらしい。

　はる子のクルマに乗せてもらって、市街地の老舗菓子店に最中を買いに行った。この最中は、市内の名刹に残る伝説の霊犬名を冠した銘菓である。
「私が買ってくるから休んでいてください」というはる子の勧めを、この時ばかりは聞き入れず、「師範自ら買いに行くから価値があるんだ。」と言い張ったらしい。
　帰宅後二時間ほど午睡をとった。
　夕方の練習から帰ってからは食事も摂れずに臥せってしまった。
　朝になって発熱と咳が激しく、あまりに苦しそうなので救急車を呼んだ。病院の救急外来で肺炎の診断。即入院となり抗生剤の点滴を受けた。
　高齢ゆえに症状は好転せず、昼ごろには意識が消失。危篤状態に陥った。
　はる子は東京の夫に父の異変を知らせ、不注意を詫びた。夫は「君のせいではない。自分はなるべく早く駆けつけるが、もしも最期に間に合わなくても仕方がない。父の武道家としての尊厳に鑑みて、ただ時間を持たせるだけの延命治療は辞退して欲しい。」と希望したという。

　シバカンはそのまま午後二時に心肺停止。帰らぬ人となった。

　部員たちは涙を流しながら聴いた。

　
　シバカン家はこれから慌ただしいことになる。生徒たちがいては迷惑になる。
　島本とツヨシ、笹島、カンジだけが残り、他の部員は帰宅することにした。
　生徒たちが辞去し、入れ替わりに東京からはる子の夫であるシバカンの長男が高速を飛ばして到着した。やはり突然の事態に動揺を隠せない。

　校長と教頭が蒼い顔で弔問に現れる。大先輩名物教師の枕辺で頭を垂れた。
　葬儀社の担当者と地区隣組の人達が集まり葬儀の打ち合わせが始まる。

　一時間遅れで、哲史とはるかが閉会式を終えて駆けつけた。

　島本がはる子の許可を得て、哲史とはるかに指示した。

「優勝杯と賞状を師範の枕元にご披露しなさい。」

　七時、菩提寺の住職が来て枕経が始まった。
　七時半頃終了してシバカン家を辞した。
　皆、ショックと疲労で声も出ない。
　長いながい一日であった。
（五）勝利の誓い
　二日後、シバカンの葬儀が行われた。部員たちは平日のため出席できず、島本が代表で参列した。朝から涙雨がシトシトと降っている。

　寺の本堂前に、部員たちが小遣いを出し合ってたむけた花輪が出されていた。
　参列者は四百人を越えた。喪主である長男は東京に住む身なので、ほとんどが教え子などシバカン自身の人脈にあたる人々である。
　市長以下市の公職者、商工関係、教職関係、弓道連盟関係。多岐に渡る。集まった人々の多くが相互に交流がある人間同士であり、あちらこちらで旧交を温める輪が出来る。
　島本は、和やかで落ち着いた本当にいい葬式だと思った。

　今更ながら、我々は惜しい先生を失ったのだと実感した。

　それから県大会までの一ヶ月、島本はなるべく時間を作って道場を覗くことにした。三年の担任を持っているため、進路関係の仕事でこれからさらに忙しくなる。それでもこの弓道部には、自分の方から精一杯関わって行きたいという気持ちにさせられてしまった。
　教え子である彼らのファンになった、というのが一番当たっているのかも知れない。

　弓道部の全体練習。レギュラーの時間外の練習。ノートにメモを取りながらの反省会。シバカンの生前と同様に熱のこもった稽古が続けられている。

　悲しみを乗り越えて、もう一つ精神的に成長したようにも見える。

　全ては、六月第四日曜日の県大会に向けて、照準がピタリと当てられているかのようであった。鬼気迫るものがあった。
　島本は、部員の疲労状態はどうか。顔色に異常はないか。事故が起こらないように、注意を怠っていないか。とにかく黙ってそればかりを見るようにした。

「集合。」

「はい。」

「正坐。」

「島本先生一言お願いします。」

「はい。いよいよ明後日は君たちの最終目標であるインターハイの県大会です。

僕は素人で何も言ってやれないのがものすごく残念です。それでも君たちの頑張りは分かっているつもりです。特にレギュラーたちは中間の試験期間以外一日も休んでいない。僕は君たちの健康が一番心配でした。良くぞここまで頑張って来た。そこで提案だけどどうだろう。明日は土曜日で授業は全くありません。昼から軽く調整をして、それからみんなで柴田師範の墓参りをして、早めに帰宅してゆっくり休んで欲しいと思います。主将、どう？」
「はい。そのようにします。」

「ありがとう。僕からは他にありません。」

「はい。ありがとうございました。」

「主将指示。」

「以上で本日の練習を終了する。明日は全員正午に、昼食を済ませて集合してくれ。レギュラーはあと一時間立ち練を行うので残ってくれ。」

「はい。」

「解散。」

「はい！」

　

「よーし。みんな最後の立ち練習だ。二回入るぞ。締まって行こう。」
「はい。」

　メンバーは疲れているのに目だけが爛々と輝いている。確かに疲労は溜まっているが、明日一日ゆっくり出来ることで明後日は絶好調で行けるぞ、と勇気が湧く。
　島本先生もいいことを言ってくれた。自分たちからは、休もうとはなかなか言い出しにくいものだ。「結構いい顧問じゃないか。」ツヨシたちはそれぞれに、そんな思いで島本の提案に感謝していた。
　自主的に残った二年男子部員が、看的と記録に入った。

　一本たりとも気軽な射は出さない。シバカンの教えを忠実に守ってレギュラーの行射が進む。

　

　男女二回立ちに入り、最後の居残り練習は終わった。全員が、今自分に出来ることを冷静にやり遂げたと言う手ごたえを感じている。

「よし、これでОＫだ。」ツヨシがしみじみ言った。

「はい。」

　誰からともなく握手を交わす。見ていた二年生からは自然に拍手が起こった。

　翌日昼からは敢えてレギュラーの立ちは行わず、二三年縦割りの東西対抗戦を行った。一年は、矢取り当番以外は巻き藁練習を黙々と続けている。
　余興の射会といえどもレギュラーの射には手抜きがない。今更ながら二年生たちはその強さに圧倒された。
　ツヨシの発案で行った部内の対抗戦は、程良い調整効果をあげて一時間ほどで終了した。
　シバカン家の墓は南黒川駅の近くにある。全員帰り支度をして明日持って行く道具類を手分けして抱え、職員室の島本に声をかけて一緒に墓地に向かった。

　降りそうで降らない曇天が続いている。

　筒には新しい花が供えられていたので、島本が用意した花束は墓石の前に置いた。全員が順次線香を上げて合掌をする。それが終わったところで島本がツヨシに言った。
「主将、君が代表して柴田先生の墓前に勝利を誓ってはどうだ。」

「はい。」
「みんな整列してくれ。」狭い通路に二列横隊に整列した。
「只今より故柴田勘治師範の墓前にて明日の勝利を宣誓する。」

「はい。」気迫のこもった返事が響いた。
　ツヨシは墓に向きを直して、はっきりした言葉をゆっくり吐いた。

「師範、自分たち黒川高等学校弓道部は、先生の教えを守り、明日の県高等学校総合体育大会弓道競技会に臨みます。ここに勝利を誓います。」
「黙祷！」
　物言わぬシバカンの墓の前に一同頭を垂れた。弓道部を心から愛してくれた名師範の豪快な笑い顔が脳裏に浮かぶ。皆の目から涙がこぼれ、すすり泣きが続いた。
「直れ。」

「島本先生、ありがとうございました。」
「いや、こちらこそありがとう。いい墓参が出来た。」

　笹島が目を赤くしたまま、明日の集合時間と持って行く物の確認をして、解散になった。
　一夜明けていよいよ決戦の日を迎えた。相変わらずの梅雨空である。
　会場選手休憩所で、選手たちは車座になって笹島が用意した最中を食べた。
　恐らくこの習慣は、これから代々引き継がれて行くのだろう。

　甘さが身体に沁みてゆき、頭の中もスーッと冴え渡るような気がする。

　互いに言葉は無い。皆穏やかな表情である。昨日の休息で溜まった疲れも完全に癒えたように感じられる。

「さあ、今日一日力を出し切ろう。」ツヨシの言葉に、

「はい。」さわやかな返事だった。
　皆一緒に入念なストレッチをする。手の指、掌のストレッチにまで及ぶ。関節が次第に温まってくる。「さあさあ、何時でも行けますよ。」闘志が湧いてきた。

　試合は、まず出場全チームが二回立ちを行い、一人八射合計四十射の的中数で男女とも上位八チームが予選通過となる。その後ベストエイトによるトーナメントで決勝戦が行われ順位が決まる。男女とも優勝チームが全国大会出場権を得るのである。
　島本は、一二年生と一緒に観覧席でワクワクしながら試合開始を待っていた。

　今日の会場は、県中部の城下町にある市営道場だが広さは県営と同じ広さがあり、二チームが同時に立てる。地区予選とは違って、出場チームの選手たちは顔つきまでキリッと引き締まっているように見える。

　抽選で三番になった黒川高校男子は、ふた立ち目に出てくる。
　哲史たちは、ひと立ち目の二校が射場に出て行った後、控えの椅子で五分ほどジッと待つ。哲史が一緒に立つ四番のチームをふと見ると、二人の選手があくびをした。目が合ってしまった。「どうだ、リラックスしているだろう。」とでも言いたげな目で見返された。「いや君たち、あくびは過度の緊張で酸欠状態になって出るんだよ。」と腹の中で言い返してやった。
　

　ひと立ち目最初の二チームの射が始まった。島本は「外せ、外せ」と祈りながら見ている自分に気づき、「いかん、いかん」我が部の硬派道に反する、と反省する。　

　「パーン」的中音が響く。「パーン」後ろのチームの大前も中てた。
　やっぱり県大会だ。中るなー。
　時々「ザッ」と的を外して安土に着弾する矢がある。正直ホッとする。それでも掲板の表示は「〇」の方がはるかに多い。やはり地区予選とは違う。
　一人皆中者が出て拍手が起こった。二チームの立ちが終わり、我がチームが射位に入る。

「チームの紹介をします。第一射場黒川高校男子。」アナウンスは女子高生役員の声。後輩たちが短い拍手を送る。
「一番土屋君三年、二番笹島君三年、三番南屋君一年、四番阿部君三年、五番小川君三年。第二射場：：」
　ゲンの「一年」のコールで会場がざわつく。島本だけでなく、一二年部員たちも少し誇らしく思った。
　いつものポーカーフェースで淡々と矢つがえをして、一番の哲史が弓を捧げて立つ。「こ、この態度だ。やっぱりうちの選手は格好いい。」島本はしびれた。

　彼らの表情には気負いがない。口角を心持上げたような柔らかい表情。弓を心から慈しむような、普通の高校生にはない落ち着きを見せている。心の平静が顔つきと所作に表れるのか。
　長いながい会だった。納得いくまで粘らせてくれ、とでも言っているような自信に満ちた時間だった。「キャン」「バン」いい矢だ！
「よし」
　すでに二番は大三から引き分けに入っている。引き分けは心持スピーディーでピタッと所定の位置に納まる。
　笹島の会は外見的な安定感が優れているように見える。従ってタイミングに全く頼ることなく、いつ開放しても同じ矢が出て行くような安心感を与えてくれる。「キャン」矢筋は素直だが矢速は控えめである。
　「バン」的心に入る。「よし」

　弓を倒して物見を返した静かな顔付きは全く変らず、幾分顎を上げて伏目で目使いに乱れが無い。きれいな所作で沈むように跪坐する。
　その時にはゲンがすでに引き分け始めている。体つきにはまだ幼さが残るが、着慣れた道着の帯と袴の紐が下腹をきりっと締め上げ、若武者の凛々しさが美しい。半眼で的に据えた目使いがまことに頼もしく、滑らかに会に入り、正統派の惚れ惚れするような立体感のある会の姿がそこに現れた。
　納得ゆくまでキリキリと詰めて行く。「キャン」彼独自のシャープな小離れ。会場全体が「ほう。」とその残身に見入っている。

　矢は当たり前のように的に吸い込まれていった。「バン」「よし」

　副将阿部カンジは手足が長い。彼独特の肩肘の使い方がこの骨格の大きさを十分に生かす。弓は関節で引く。これでもかと身体の心棒を弓の中に分け入れる。ガッシリはいった会は緩みようがない。

　中るまで離さない。必中の意思が窺える。会を持っているうちに、疑い、弱気、欲がスーと消えてゆく。「ありがとう。この矢も中ります。」確信が得られたので離す。
「キャン」「バン」「よし」物事単純だという気が本当にしてくる。
　すでに大将のツヨシは会に入るところだった。

　ツヨシの会は力感がある。カケの指の接触面に引いたギリ粉（松脂を精製した粉）の摩擦で「キチ、キチ、」と音が出る。カケほどきといわれる音が一秒弱の間隔で観覧席まで微かに聞こえてくる。姿だけは静止しているように見えるが、カケほどきの音が重なり、果てしない葛藤が身体の芯で続いていることを見る者に伝える。まだ頑張るのか？大丈夫か？

「キチ、キチ、」の音。
　次の「キ」音の直前「キャン」離れが出た。

　ものすごい矢勢で、周囲の空気ごと的の方に押しやられたかと思う迫力で矢は的に叩き込まれた。「バシン」
「よし」これ以上ない大声で声援が上がる。全員的中に短い拍手が起こった。

　地区予選で見慣れたつもりでいた島本だが、改めて連中の凄さに感嘆した。この一ヶ月でさらにグレードが上がっている。素人だからこそ感じる凄さだと思う。感動で涙が湧いてきてしまう。

　二本目も全く同じ行射が続く。引き終わり坐る。矢をつがえる。立つ。引く。引くほどに自信に溢れた表情に柔らか味が増す。
　他校の部員たちまで、その見事な試合振りに声も無く見入った。
　練習の厳しさと質の高さが十分に窺える。選手の振舞いに、師の弓射に対する厳格な基本理念が反映している。五人の射手としての個性は十分に尊重した上での指導なので、チームとしての野太さが感じられ頼もしい。
　あっという間に立ちは終了した。全員皆中であった。

―シ、シバカン先生よ。あなたは凄い師範だった。―

　島本は、部員たちを残したまま観覧席を降りて、人気のない公園の木立に入って泣いた。
―どうしたら、あんな指導が出来るんだ。―

　生前のシバカンと、なぜもっと交流を持って色々なものを盗まなかったのか。

　そして泣くほどに、心に陽光が差すように晴れ晴れとしてきた。今日という日のこの思いを生涯忘れなければ、教師としてずっとやっていけると思った。

　

　午後三時予定通り男女ともふた回りの立ちが終了した。

　黒川高校男子は、二位を引き離して単独一位で決勝トーナメントに進出。

　黒川高校女子も、三位ながら余裕を持って予選を通過した。

　
　男子ベストエイトによる決勝トーナメント初戦は、偶然にも去年同様向ヶ丘高校との対戦だった。
「向ヶ丘か。締まってゆこうぜ。」

「おう、油断するな。自分たちの射を黙々とやればいいんだな。」

「そうだ。去年通りだ。」

「どうだ。ゲン。」哲史が訊いた。

「はい。去年の向ヶ丘戦は今でも目に浮かびます。一年後の今日、黒川の一員として同じ対戦に参加出来て夢見たいです。」

「よし、思う存分引いてみろ。」

「はい。」

「はっはっはっ」

　去年同様黒川は第一射場に入った。

　相変わらず向ヶ丘は速いテンポで進む。一本目は双方外れ無し。二本目黒川外れ無し、向ヶ丘二本外れ。三本目黒川一本外れ、向ヶ丘も一本外れ。四本目は黒川の大前が離れを出す前に、向ヶ丘大前が抜き、続いて二番が連続で抜いた。それから大前哲史が同点の矢を入れ、二番笹島が決勝の矢を入れて快勝した。
　続く準決勝では、優勝候補で昨年の覇者ジャパン大学付属と当たった。
　ツヨシが言った。

「もうここまで来たら、的中数なんか関係ない。五人の気持ちの交流だけを意識して引こう。全員で協力してその一本を引く。この繰り返しを二十回繰り返せばいい。外れた矢があったとしてもそれは確率だから仕方ないだろう。」

「はい。」気合は入っているがあくまでも穏やかな顔の面々だ。

　Ｊ大戦は第二射場に入った。

　射位で矢をつがえて、一呼吸全員が静止する。そして大前の哲史が弓を捧げてスーっと立つ姿を、後ろの四人が伏目の視野の隅で感じる。新チーム結成以来何百回となく体感してきた全く同じ呼吸の繰り返しだ。間を置かず笹島が立つ。三番のゲンも続いて立つ。
　哲史の引き分けの時、弓の下端、本弭を圧する弦輪の微かな「キ、キ、」という音が大将のツヨシの所まで聞こえる。「いいんじゃないかな。いつもの感じだ。」

「キャン」「バン」「よし。」

　四番カンジが立つ。ツヨシも続いて立つ。

　笹島の射も気配で、目に浮かぶように感じることが出来る。
　ほとんど的を外すことはないと、互いに信頼できるところまでよく辿り着いたものだ。一人ならまだしも、五人が揃ってこの境地に達するのは奇跡のようだ。

　皆この瞬間が楽しくて仕方がないと思っていることが良く分かる。幸せだ。

　五人はこの幸せな時間を味わうように、じっくり、じっくり今の一射に取り組んだ。

　終了してみると、全員皆中が出ていた。

　二十中対十八中。

　二本抜いた昨年の覇者はここで敗退した。

　さて、黒川の女子だが、善戦するもトーナメント第二戦準決勝で惜敗した。
　だが、県三位タイは師範の墓前に報告するに足る、誇るべき成績である。

　力尽きた女子たちははるかを中心に肩を抱き合って泣いた。涙が止まらない。晴れ晴れとした納得の涙でもあった。
　暫らく待って、島本が選手たちに握手を求めた。カケに手を触れることを避けて左手を差し出した。
「素晴らしい試合をありがとう。」と言うと、自分まで涙が出た。
「今日の僕はどうなっているんだ？」
「はっはっはっ」

　一同泣き笑いで、ひどい顔になっていた。

　

　男子の決勝戦が始まる。

（六）決勝戦

　はるかは、心地よい疲労を背中に感じながら、応援席にチームメイトと並んで坐っている。

「男子決勝戦を行います。第一射場黒川高校。：：」拍手を送る。
　県の決勝だなんて夢のようだ。
　皆で弓道部に入った頃が懐かしい。ツヨシがツッチーとカンジを誘ったらしい。
「二年後、俺たちが組んで、あと二人デキる奴を探して、最強のチームを作る。二年後に県の高校総体をシメる。」「そのためにはヨーイドンで全員が初心者からスタートする種目で、少人数制が手っ取り早い。弓道部の練習を見てひらめいた。」と、ツヨシは大層なホラを吹いていた。はるかはその大ボラが気に入って一緒に入部した。実はこれは大ボラではなかった。哲史とカンジのセンスとハートをそれだけ高く買っていたことが今になって分かる。
　ツヨシは陸上など完全な個人競技ではなく、あくまでも団体戦に固執した。それは人と人の意見がぶつかり合う場である。母校の名を冠したチームを作り上げる過程で、友と共に苦悩しなければならない。青春の熱い日々にはその葛藤が似合っている、という彼の美学があった。
　哲史の射が始まる。相変わらず長い会が続く。「キャン」「バン」的中する。

「よし。」

　決勝の相手志峰館高校は県北の強豪校ではあるが、Ｊ大ほどの的中はない。今日これまでの的中率は八割程度。黒川の男子は九割五分の的中で来ている。普通なら負ける対戦ではない。体力も気力も十分。崩れる気配もない。タフな連中だ。今更ながらはるかは頼もしく思う。
　最初の一巡は両校とも全員的中。

　二本目、いきなり哲史が十時に抜いた。残身をとり弓倒しをする。変らないペースで所作を進めている。物見を返した表情も全くの無表情。静かに跪坐した。今日初めて抜いた矢でも、確立の問題だとでも言うように全く自信に揺らぎがない。かえって信頼感が増す態度だった。続く選手たちも何事もなかったように淡々と的中を重ねてゆく。
　

　じっと見ているが、はるかは神経の疲れで脳の芯に痺れが来て、応援に集中できない。この二年間、同期の女子たちを引っ張ってここまで来た。それもさっきの試合で全て終わった。楽しかった。集中すべき神経がどうしても弛緩する。男子たちの実力に絶対的な信頼を置いているためなのかもしれない。
　試合の動きを映像的に見てはいるが、思考はボーっと宙に浮いたようだ。

　ぼんやりと思い出すのはやはり一年の時のこと。
　夏合宿は暑かった。
　へとへとに疲れた。
　風が渡る崖の上の木陰でいつも弁当を食べた。
　朝食遅刻事件で、木下先輩が怒った顔は怖かったなあ。

　と思った時三本目、志峰館高校の二番が抜いた。おっと、現在同中か。そろそろ大詰めだ。思い出に浸っている場合ではない。

　志峰館は、開き直りの試合態度で欲が消えている。自分たちは黒川より格下だと悟りこれを認めた。危険な相手になる。

　雨が降り始めた。
　はるかが心配した事態になってきた。黒川はもちろん抜かないが、相手も一本一本必死で喰らい付いてくる。両チームとも中りが途切れない。
　とうとう双方大将の一本ずつを残すのみとなった。

　僅かに早く黒川高校の大将小川ツヨシが最後の矢を的に叩き込んだ。

「よし。」

　ツヨシは何もなかったように一歩下がりスッスッと退場する。

　志峰館の大将はツヨシとは正反対の中背細身の技巧派タイプだ。「うまいな。」と思わせるが、その分矢勢はない。ここ一番慎重に慎重にという場面では、弓が弱い分どうしても心理面の動揺が矢に反映しやすい。
　広い射場の大落ちにたった一人残り、最後の一本を引いている。
　雨と共に風も出てきて袴の裾が翻る。周囲の視線が全て自分に注がれている。射手にとって栄誉ある最高の場面ではあるが、しびれる。しかも、大勝負を決する詰め矢である。
　はるかはジッと見ていた。一回か二回、今だと思うタイミングがあったが、射手は逃した。もっと確実なタイミングを捕まえるまで離せない。という心理があるようだ。
　所詮は弓という不親切な射撃道具である。確実なタイミングなど元々無い。この矢だけは特別に大事、と考えることは自らを不利な状況に追い込む。前の三本と同じ、またはいつもの練習と同じ、なんら変らぬ一本に過ぎないと捉える平常心が欲しい。そんなことは百も承知である。
　正に詰め矢だ。的を外した瞬間にとてつもなく大きなものがこの手からこぼれ落ちる。二年間の弓道部生活への思い、しかも五人の思いを背負っている。そして、部員全ての夢を一身に背負っている。

　最後の最後になって開き直りのがむしゃらさが消えた。欲が頭をもたげる。パワーが細ってゆく焦りもある。これ以上は自滅する。よし行け。
「キャン」
　離れのバランスを見て、はるかは「あ、これは中った。よく頑張ったな。僅かにビビった分、矢に勢いはないが、的には中るだろう。これで延長戦だ。」と思って的に視線を移した。

　射手本人は、発射した矢が若干浮き気味に出たのを見て「あっ、少し高めだが矢が弱い分辛うじて十二時に入る。良かった。」と、瞬間的に思った。
　素直に的の上部ギリギリに向かって飛行した矢は、なんと、的の五メートル手前で僅かに浮き白い羽が翻るように見えた。あーっと、そのまま走って十一時ギリギリに抜けた。的の音がしない。
　安土に到達してしまった矢はもうどうにもならない。時間は戻せない。
「な、なぜだ。」「あー、的前は雨が舞っている。風が横に吹き抜けているのか。煽られたか。」「きつい仕打ちだよー。」
　観覧席ではその突風を全員が感じた。「あれだけ粘ったなら何もあの瞬間に離さなくても。」ため息が漏れた。

　はるかは、弓道の神様はいる、と信じた。いや、シバカンが空の上からやったんじゃないのか、とも思ってニヤッとしてしまった。

―おじいちゃん。やってくれたわね。―

　弓倒しをして物見を返した志峰館の大将は、最後の気力を振り絞って一歩下がり、無人となった広い射場を、それでも首筋を伸ばして顔を上げ伏目の表情を変えずに退場して行く。あっぱれである。崩れそうな腰に力を込めて、乱れないように長い距離を進んだ。退場口には四人のチームメイトが暖かい表情で待っている。「いいよ、いいよ」と頷いている。視野の隅にはっきりと見える。「うっ：：」堪えてもこらえても涙腺の内圧が上がってくる。
　応援席から拍手が起こった。
　的前審判の的中確認が終わり、アナウンスがあった。
「只今の対戦の結果、黒川高校男子の優勝が決まりました。」

　黒川の一二年部員たちは、肩を叩き合いながら足早に観覧席を降りて、選手休憩所に急ぐ。

　
　審判委員の先生から「十九中対十八中で黒川高校の勝ち。」と宣せられた選手たちは志峰館チームからの祝福を受けて解散となり、休憩所に凱旋してきた。

　哲史は、唇がワナワナと震えている。
　その目の前にすっと現れた人がいる。

「ツッチーやったね。」
　だ、誰？
「み、美代先輩ですか。」
　大人っぽくなってすぐに分からなかった。ナチュラルメイクを施した高谷美代が涙を拭きながら笑っている。吸い込まれそうな大きな目の綺麗な白目に、少しだけ赤い毛細血管が浮き上がっている。
「先輩応援に来てくれたんですか。」顔面の筋肉が硬直しているので上手く喋れない。笑い掛けようと思ったがとんでもない顔になりそうなので止めた。
「そう、試合中は顔を出すなって高井君が言うから。」

　高井前主将と木下前副将もツヨシたちと握手を交わしている。
　自分たちの今日の日を夢見て、この学年を育ててくれた恩ある先輩たちである。
　―先輩たち、あなたたちの二年越しの大事業の結果を見て下さいましたか―
　美代はすぐに女子選手たちに囲まれてしまって、それ以上の言葉を交わせなかった。

　美代は関東武道大学に進学して弓を引いている。体育教師で県に戻ってくるのが目標だとか。

　閉会式まで二十分ほどある。　

「集合。」

「はい。」

　他校生があまりいなかったので、この場で締めることにした。

「島本先生、一言お願いします。」

「はい。みんなおめでとう。最後の最後に故柴田師範の手助けもあったような勝利で感動的でした。全国大会出場なんて僕の身近で起こるとは本当に信じられません。」

　先生もシバカンの悪戯を信じたんだなと、はるかは思った。

「本当に今日は涙が止まらないくらい感激しました。女子の三位だって夢みたいな成績です。僕は何より君たちの泰然とした試合態度が大好きです。所作の美しさなんて今まで考えたこともなかった。この歳になって、武道人の君たちに大切なことを教わった思いです。」
「話が長くなってはいけないのでこのくらいにして、ОＢたちからお祝いを言って貰った方がいいでしょう。」
「はい、ありがとうございました。」

「高井先輩、一言お願いします。」

「はい。みなさんおめでとうございます。そして君たちの大切な師範故柴田先生の急逝については改めてお悔やみを申し上げます。」ОＢの言葉に部員たちは揖を返す。

「北林先生が転任されても自分は全く心配していませんでした。柴田先生は時々道場を覗きに来て下さっていて、北林先生や自分たちとも交流がありました。何よりも君たちの代に目を付けて、今日の日を予測したのは柴田先生です。：：少し話が長くなるけど、他に機会はないと思うので十分間だけ喋らせて下さい。」時計をチラッと見る。
「一部の個人名を出すけど他の人たちは今日の日に免じて許して下さい。小川ツヨシ、土屋哲史、阿部カンジ、笹島達也、小田はるか、君たちが入部して来て自分は燃えました。高校一年でこれほど体が出来ていて、運動能力が高くて、熱いハートの奴らが揃うことは奇跡だと思いました。願わくははるかが男だったらと思ったけど、こればかりはしょうがない。冗談、冗談だよ。」

「はっはっはっ」

「柴田先生の勧めで、自分は君たちに手の内を早々と教えました。部内に少々摩擦があったけどな。いくら射形射形といっても手の内が後回しになる従来の指導法に柴田先生は疑問を持っておられた。北林先生も同意された。一年生の夏頃から、天才ツヨシとはるかは急激に伸びて、ツッチーと笹島、カンジもそれに喰らい付いていきました。二年になった時はもう、他校の三年と対等に戦うチームを組めそうなレベルにまで達していました。自分は柴田先生の眼力と北林先生の指導力に感服しました。」
「那須野と松下から、ツヨシたちの代に全国を狙わせようとしているだろう、と言われました。なら、喜んで奴らに自分たちの立ちを譲る、と申し出られ時、自分は泣きました。」

「：：」

「誰が、好き好んで最後の晴れ舞台を後輩に譲る？血を吐くような決断だったと思う。あの決断があって今日の黒川高校男子チームがあると思います。」

「最後に、南屋ゲン。君のことは去年から知っていた。柴田先生から言われて伊庭市の道場に見に行ったこともあります。君の師匠中山美穂子先生に頼んで去年の県大会を見せに連れて来てもらったのも柴田先生のアイデアだよ。美穂子先生は高校時代シバカン先生の門下生だからな。まさか、本当に伊庭北を蹴って黒川高校に入るとは思っていなかったけどな。放って置いたらゼロの確率だったのが、僅かな可能性でもあれで生まれたわけだ。君の入学を知ってシバカン先生の喜びようと言ったらなかったよ。手薄な男子Ａチームの三番にスッポリはめ込めると言ってね。こんな幸運が一つくらいなければ、全国へなんか行けるものじゃない。ツヨシとその良き仲間たちが、自分たちの将来を信じて実力を黙々と磨いていたからこそ、弓道の神様が味方してくれたのだと自分は信じます。」

「今日は素晴らしい試合をありがとう。以上です。」
「はい。ありがとうございました。」選手たちも、部員たちも、知らない所で様々な人たちが色々な形で応援していてくれた事実を知らされて、改めて感慨を覚えた。
　木下先輩、美代先輩からも祝辞が述べられたところで閉会式の時刻になった。

　三人のОＢは進学して東京住まいなので、そのまま高速バスターミナルから新宿に向かう。駅前のターミナルで部員たちは見送った。

「ツッチー。今日は本当におめでとう。君のファン一号の席はずっと私のものよ。君が来年東京に進学したら、今度こそ二人だけでデートしようね。」

　美代が悪戯っぽい笑顔で哲史に耳打ちした。

「ほ、本当ですか。わっかりました。全国大会が終わったら受験勉強に突入します。」よーし。先輩が驚くような有名な大学に受かってやるぞ。
　残念ながら受験について全く知らない哲史は、大学入試の厳しさをこれから嫌でも知ることになる。秋風が立つ頃慌てても虚しいあがきでしかない。
（七）凱旋
　疲れ果てた部員たちは、ほとんどの者が眠っている。帰路の電車はもうすぐ伊庭市、その後三十分ほどで南黒川駅に辿り着く。

　顧問の島本の携帯電話が鳴った。

「もしもし。島本です。」

　電話の主は教頭だった。

「さっきは連絡ありがとう。校長が奔走して、駅で主だった人達が出迎えることになったから、そのつもりで、来てください。」

「は、はい。了解です。」

　時計を見ると七時半になる。到着は八時か。日曜日の八時にそんなに人が集まるとは思えないが、念のためにと思って主務の笹島を起こした。
「笹島。ちょっと起きてくれ。」

「はい。どうしました。」

「うん。校長が駅前で人を集めて出迎えるそうだよ。」

「え、本当ですか。」笹島は時計を見て暫らく考えたかと思うと、急いで全員を起こし始めた。おいおい、そんなに大げさなことじゃなかろう。島本は思ったが、まあ、幹部に任せておこうと思い直した。

　電車には一般の乗客はほとんど乗っておらず、特にこの一両目は貸しきり状態である。
　幹部達は、ひそひそ相談をしている。
　伊庭市が近づき降りる準備をしているゲンを笹島が引き止める。
「ゲン待て。疲れているだろうけど、駅で出迎えが計画されているらしいから、南黒川まで付き合ってくれ。」

「はい。分かりました。」

　それから笹島は一年に、優勝旗を組み立てること、選手の荷物を手分けして持つこと、まとめてある優勝メダルと女子の銅メダルを出して選手に掛けさせること、この三点を指示した。
　幹部達は、それぞれにスポーツ少年団出身なので、凱旋式典の経験がある。駅に着いて見ないとその規模は分からない。舐めてかかると、予想外に大掛かりになっていることもあり、主催者に恥をかかせる。出来る限りの心の準備をしたほうが良い。最後に、笹島は顧問と主将に挨拶を準備するように言った。

「それから、メンバー表では先生は監督という肩書きになります。監督と呼ばれたら先生のことですからよろしく。」

「旗手は副将ツッチー。その後に続いて監督。主将の順になります。もし花束が贈られる場合は、監督、二つなら主将の順で受けてください。」

　この笹島は一体どこからこういうことを仕入れているんだ？本当に高校生か。生まれながらのマネージャーだ。
　聞いていて島本は、確かに準備をしてし過ぎということはないと納得した。
　時は遡るが、その日の午後四時半、島本から教頭に男子優勝、女子三位の一報が入った。校長は飛び上がった。
「ゆ、優勝だって？県大会で。ということはインターハイ全国大会出場か。」

「教頭先生。そうなんだろう？全国大会だろう？間違いないでしょう？」

「ちょ、ちょっとお待ちください。」島本に確認する。

「はい。間違いありません。」

　す、すごいぞ。本校に着任以来三年間、全国に駒を進めた運動部はなかった。いや、それ以前も長くなかったはずだ。これは駅前で歓迎式典だ！
　とりあえず思いついたのは、市の教育委員会への報告だ。県立高校なので市教委は組織的には別であるが仁義を通す格好である。しかし、日曜日だ。教育次長の自宅だ。運よく在宅だった。学校関係者だけでも集めて出迎える旨一応報告した。
　教育次長はすぐ行くと言って背広に着替え家を出ようと思ったが、ふと思い立ってスポーツ振興係の係長に電話した。在宅だった。すぐ学校へ向かうとの返事だった。
　係長は、クルマを飛ばしたが、体協弓道会の竹中経営の薬局の前を通ることに気づき店の前に横付けした。今日は休日当番薬局だったのを思い出したからだ。

「あいつらがついにやったか。俺はОＢ会長だぞ。今夜こそ俺の出番だ。」と竹中はわめいた。
　竹中は、五時になるので当番薬局の役目は終わる、と言って店を閉めた。どうせやるなら、少しでも盛大にしようと思った。「思いつく人間に誘いを掛けるから、先に行ってください。」「あ、学校に着いたら横断幕を作ってくださいよ。」と言って係長を先行させた。

　この際市長を呼ばなくてどうすると思った。しかし、いくら同級生でも秘書課を通さないのはルール違反だ。いや、今回だけは勘弁してもらおう。自宅に電話すると、運良く在宅していた。「よしすぐ行く。教育長には私が知らせる。」との返事。
　ОＢ会副会長の春日山に電話して、関係者に知らせるように頼んでから学校に向かう。
　学校に着くと五時半になった。職員室は大騒ぎだった。
　ローカル線の駅前広場は薄暗い。照明灯を出来る限り持ち出そうということになり、運び出している。電源の確保は大丈夫か。隣の黒川駅の駅長に電話を入れる。

　弓道部の地元在住部員の父兄が集まってくる。選手の一人は伊庭市だと分かり一番に電話を入れ、父兄にクルマで来てもらって帰宅の足を確保することにした。

「花束は二つ奮発しろ。」もう誰が船頭か分からない。

　駅近隣の家に迷惑を掛けることを断ろうということになり、何人かの職員が飛び出して行く。

「電車の到着は何時ですか。」誰かが訊いた。そうだそれが一番大事だ。

「八時ジャストです。」今六時を過ぎたところである。

　ОＢ会長の竹中は、これだけは忘れちゃならんと、駅前に一軒だけある食堂の座敷を二次会のために全て押さえた。
　校長は、パソコンに向かい資料を見ながら挨拶の原稿を起案している。

　市長も来ている。

　一時間ほどで、騒ぎが一旦収まってきた。
「みなさん、注目してください。」教頭が大きな声を上げた。

「本日は、急なことにも拘らずお集まりいただきましてありがとうございます。

この辺で、一度事柄を整理したいと思います。」

「まず、当局へは事後報告することとして今夜の行事は学校長主催と致します。本日県高校総体男子優勝女子三位入賞を果たした、弓道部の凱旋歓迎式典でございます。我が黒川高校弓道部が八月上旬開催のインターハイ全国大会への出場を決めたのでございます。近年なかった全国大会出場の快挙でございます。」
「おー。いいぞー。」

「おめでとー。」拍手。拍手。

「選手たちは顧問の島本教諭が引率して今帰りの車中でございます。皆疲れて眠っていますので、到着前になったら携帯電話でこちらの模様を知らせるつもりです。」

「段取りでございますが、私が司会を務めます。まず私の方で経過説明をします。それから、花束贈呈。何人か来ている女子生徒の中で、じゃんけんで決めてください。」
「はっはっは」

「それから、学校長の式辞。そのあと、市長さんがお越し下さいましたので、祝辞をいただきます。いずれも十分程度でお願いいたします」

「最後に、監督と選手代表の謝辞。と、そのようになります。夜も遅くなります。近隣のお宅にも迷惑になりますので、三十分ほどで閉式解散と致したいと思います。皆様のご協力をお願いいたします。以上でございます。」

「よし、駅に移動するか。」ワイワイと移動が始まる。

　それから教頭は、時間的に無理かなとは思ったが、地元ケーブルＴＶと地方紙に取材依頼の電話を入れた。

　職員室の外にも、市体協弓道会の師範や会員、周辺の住民、ＰＴＡ関係、その他大勢の人が集まっている。ゲンの両親も伊庭市からクルマで駆けつけて間に合った。
　電車はひと駅前の黒川駅を発車。あと四分で着く。

「整列。」哲史が声を掛ける。

一両目の前方ドアに向かって旗手の哲史を先頭に、顧問の島本、主将ツヨシ、笹島、カンジ、ゲンが並ぶ。金メダルを首に掛けている。続いて女子副将はるか以下女子選手。銅メダルを掛けている。二番目のドア前に二年生。後方ドアには一年が弓など選手の道具を抱えて整列した。

　この季節は、遠征に出るときは白のワイシャツ、ブラウスに統一してあったので、服装の心配はない。
　その時、車掌が声を掛けた。

「先に切符を回収させてください。」手早く切符を集めた。無人駅なので改札口がない。
「皆さん。弓道部ですか。私も他校ですが弓道部でした。おめでとうございます。すごいです。」

「今黒川駅で言われました。南黒川で大勢のお出迎えが待っているそうです。しかし、申し訳ないのですがＪＲの職員でお世話をする者は誰も行っていないとのことです。僭越ですが、ホームの出口まで私が先導させていただきます。式典の主役を先導するのは制服制帽を帯びた者の役目です。」
　返事を待たずに白手袋を着け始めた。そして、運転室のドアを開けて、「次で一分間臨時停車願います。」と声を掛けている。おいおい、大丈夫かよ。
―この人も結構好きなんだなー
　笹島は同類の、「バカになりきれる人種」だと思ってニヤっとした。

　電車が止まる。
　車掌がボタンを押してドア開閉装置のエアを抜いた。「プシュー」
　半自動のドアを開けて、先頭で下車する。旗手の哲史、島本と続く。
　ホームの外側広場で一斉に拍手が起こる。
「おー、おめでとー」「いいぞー」

　下車しながら、顧問の島本は蒼くなった。笹島の判断がなければ大恥をかくところだった。

　これは、百人近く集まっているぞ。照明灯まで設置してあり、ものすごく明るい。横断幕まで掲げられている。「祝・黒川高校弓道部全国高校総体出場決定」とある。
　

　車掌は下車した一般客二人を先に行かせてから、部員たちを先導した。

　
　車掌はホーム出口の数段降りる石段の上で止まり、目の前の広場に集結した人々に向かって白手袋の指を揃えて挙手の敬礼をした。
　サーッと静まる。手を体側にサッと戻して、いつの間に持ち出したのか肩に掛けた小型ハンドスピーカーを左手で構える。非常誘導用なのだろう。徹底した男だ。
「黒川高等学校弓道部の凱旋でございます。」ゆっくりと通る声で告げた。
　短い挙手礼。サッと脇に寄り道を開けて、部員たちに対して再度挙手礼。盛大な拍手が起こる。
　哲史に目配せをする。哲史が階段を降り始める。
　制帽を目深に戴いた車掌は、挙手礼のまま背骨を反らせ顎を僅かに上げて不動の姿勢をとっている。優勝旗を先頭に選手たちが数段の石段を降りて行くところを目で追った。
　車掌は全員の退出を見届けた後、急いで電車に戻って笛を吹いた。

「うん、今日一番の良い仕事をした。」始末書でも何でも書かせていただきます。
　運転士は電車をスタートさせながら、「相変わらずバカだねー。」と苦笑しながらも少し感動していた。
　
　哲史は優勝旗を前傾させて掲げ、石段の下左手の駅前ロータリーを囲む歩道に進んだ。背後には、学校の大型プリンターで打ち出した横断幕が上がっている。その先に校長、教頭、花束を持った女性二人、市長、教育長、ОＢ会長を始め主だった人々が拍手をして待ち構えている。花壇を挟んだロータリーの車道、外の道路歩道にまで人々が溢れている。おっと、ＴＶカメラまで来ている。
　選手の後に続く二年生、一年生まで整列し終わった。

「礼。」ツヨシの号令で全員が揃って四十五度の礼をした。さらに大きな拍手。
「直れ。」

　誇らしげな部員たちの顔が、強力な照明灯の明かりに浮かんだ。

　

　式典が始まった。

　

　花束の贈呈が行われる。

　見覚えのある女子生徒。二人目は大人の女性だ。旗手の哲史と目が合った。
　女性の目から大粒の涙が溢れている。
「あっ」
　シバカン家の若奥さんはる子だ。教頭の粋な計らいであった。
　隣に並ぶ島本も気づいたのだろう。「うっ。」と呻いて、「く、く、」と泣き声が漏れた。

「先生、挨拶もありますから、集中してくださいよ。」と哲史が耳打ちをした。

「わ、分かってるよ。」
―ふん、僕を誰だと思っている。―
　島本は思い立って、用意していた形式に沿った謝辞を全面変更しようと、頭をフル回転させた。

　シバカン先生からもっと多くを学びたかったこと。
　試合を観戦していて泣けて泣けて困ったこと。
　一年上のОＢたちが東京から駆けつけたこと。
　前主将が、今日の栄冠を勝ち取るに至った過程でシバカン師範、北林前顧問の大きな力があったと部員たちに語ったこと。
　前主将が様々な幸運が重なったことに感謝しようと呼び掛けたこと。
　電車内で幹部たちが、式典が大掛かりになることを予測して的確な準備をしたので自分が恥をかかずに済んだこと。
　ついでに車掌の活躍も入れてみよう。
　今日の出来事全てが、自分にとって語り尽くせぬドラマであった。

　考えていると、次から次へ披露したいことが浮かんできてしまう。

　それだけ様々なことが今日一日にまとめて起こった。

　ああ、本当に長い一日だった。

　疲れたけど、こんなに愛おしい日はなかなか無い。

　今夜は眠れないと思う。

　若い部員たちが、歴史を作った日だった。

　うらやましいことだ、と島本は心底思った。
　哲史は、優勝旗を掲げてこの場に立っている自分と仲間たちのこの二年間を思った。二年間は短いぞ、と覚悟して始めからフルスロットルで走り抜けた日々である。
　弓道という競技種目に決めたのはツヨシの判断だった。「結局おまえの選択は正解だったよ。」と言いたい。
　自分たちの代は一ヵ月後の全国大会で完全燃焼して終わる。
　唯一つ心残りなのは、現二年生たちに何も残してやれないこと。
　大きな収穫の後には荒れ果てた原野が残るだけなのかもしれない。強豪校でもない自分たちがここまで突っ走って来るには犠牲も大きかったといえる。

　高井先輩や美代先輩たちが自分たちにしてくれたように、次の代に何かを残して去るのが先輩と呼ばれる者の務めだと思う。君たちへは県代表校という重圧だけを残して去る自分たちを許してくれ。
　それどころか、今夏からは指導者不在という絶対に避けたい事態に陥る。指導者がいない道場とは、教えを受けらない教場である。この最も重要な機能が欠落していては、二三年後の部員の射技は絶望的なところまで堕ちていることだろう。

　せめて自分たち幹部が、市の弓道会西郷師範のところへ相談に行こうと思う。どなたか外部指導者を紹介していただきたいと思っている。

　精一杯の運動はしてみるつもりだ。
　そんなことを考えていると盛大な拍手が起こった。

　島本監督の謝辞が始まった。

　　　　　　　完
　

　

　　　　　　　　　　　　　　　物語の都合で、インターハイの個人戦、国体、

　　　　　　　　　　　　　　　選抜大会などの描写を割愛しました。
　

　

　
　

　

　

　

　

